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1. 本報告書は、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 本報告書は、 1999年(平成11年度)に調査された秋田市 a 昭和町に所悲する大平遺跡の調査結果を

収めたものである。なお、本遺跡は平成 6年に発掘調査が実施され、報告書が刊行されている

(秋田県文化財調査報告書第264集『秋田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書町

一大平遺跡一~ 1996秋田県教育委員会)。

3. 調査の内容については、すでにその一部が報告会資料@年報などによって公表されているが、本

を正式なものとする。

4. 本報告書に使用した空中写真は、株式会社ハイマーテックに依託し、撮影したものである。

5. 第 5章「自然科学的分析Jは、第 1節「樹種同定Jをパリノ@サーヴェイ株式会社に依託した報

告であるが、遺構の名称など一部を補訂している。

6. 本報告書の作成にあたり、以下の方々からご教示をいただいた。記して感謝の意を表する次第で

ある。(敬称略@所属は平成12年度のものである)

秋田城跡発掘調査事務所 日野久、秋田市佐竹資料館石郷岡

7. 本報告書の草稿執筆は、下記のように分担したが、加筆は柴旧陽一郎 e 児玉準@松本昌樹が行っ

た。

第 1章……………………松本昌樹

第 2章……………………藤原有希

第 3章一…………………松本昌樹

第4章 第 1節…………松本昌樹@伊藤攻 a 小西秀平・伊藤一彦・奥山寛人

小塚裕姫子・永浬智子

第4章第2節…………柴田陽一郎

第 6章……………………柴田陽一郎

8. 本報告書の編集は、柴田と松本が行った。遺物写真撮影は藤原堅晃が行った。
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1. 挿図中の遺構平面図・土層エレベーション図は縮尺40分の 1を原則としたが、炉・カマドに

ついては20分の lとした。また、土器@剥片石器の平面図@断面図は、縮尺 2分の 1を原則とした

が、石倣は等倍とした。なお、それぞれの図にスケールを付した。

2. J貴構番号は、ぞの種類ごとに略記号を付し、検出版に全て通し番号を付したが、後に検討の結果、

遺構ではないと判断したものは欠番とした。なお、遺構には下記の略記号を使用した。

S 1一一一昭穴件居跡 SKI 一一一竪穴状遺構 SB一一一一一一掘立柱建物跡

S 

SD一一一一溝跡

SKF 

SR 

フラスコ状・袋状土坑 S 

SKP一一一柱穴様ピット

SX一一一一性格不明遺構

なお、遺構図面中に記したPは竪穴住居跡@竪穴状遺構，掘立柱建物跡にともなう柱穴、 RPは

土器、 RQは石器@剥片、 Sはj擦を示している。

3. 十隠;番号に用いた数字は、ローマ数字を遺跡基本層位に、算用数字を遺構土層に使用して区別し

た0

4. 本報告書に使用した地図は、国土地理院発行のS万分の1~五城目』と2万5千分の 1 ~大久保』、

日本道路公団提供の 1千分の lの地形図である。

5. 遺跡基本属位と遺構中の土色、土師器・須恵器の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議事

務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色IjJ占~ 1994版によった。

6. 挿図中の遺物番号は、遺構内外の出土を問わず、また土器、石器を問わず、すべて通し番号を付

しであり、その番号は挿図の遺物番号と対応している。また、挿図番号は文章や表中で「第 1図 1J 

を 11 1 Jと略記したものもある。

また、遺物実測図の真下に記しているアルファベットと算用数字の組み合わせは、グリッド名も

しくは遺構名を表わしている。
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挿図目次 第40図 S K39・40・41土坑

第 1図大平遺跡位置図 第41園 SK43・45・47土坑

第 2岡 大平遺跡調査範囲図 第42図 S K 102・03竪穴状遺構

第 3図遺跡周辺地形図 第43図 S B03建物跡

第4図遺跡周辺地質図 第44図 S D31・55・56溝跡

第 5図周辺遺跡図 第45図 古代遺構内出土遺物(1 ) 

第 6図遺跡基本土層図 第46図 古代遺構内出土遺物(2) 

第 7図 S I 18竪穴住居跡 第47鴎 古代遺構内出土遺物(3 ) 

第 8図 S I 18遺跡分布図、炉 第48殴古代遺構内出土遺物件)

第 9図 S 121竪穴住居跡・遺跡分布図 第49図 古代遺構内出土遺物(5 ) 

第10図 S 122竪穴住居跡.SN54焼土遺構 第50図古代遺構外内出土遺物(1 ) 

第11[翠 S 127竪穴住居跡 第51図南斜面の沢

第12留 S 146・50竪穴住居跡 第52図北東斜面の沢

第13~ S I 52竪穴住居跡。炉

第14区! S K34 . 36 . 51 . S K F 23 . 48土坑

第15図 S N05 06 07 08. 09 10 表 次
焼土遺構 第 1 周辺遺跡一覧表(1 ) 

第16図 11・53・28焼土遺構、 2表周辺遺跡一覧表 (2) 

S R49土器埋設遺構 第 3 柱穴様ピット一覧(1 ) 

第17図遺構内出土遺物(1 ) 第4表柱穴様ピット (2 ) 

第18図遺構内出土遺物 (2) 第 5表樹種同定結果

第19図遺構内出土遺物(3 ) 

第20図 縄文時代遺構外出土遺物(1 ) 

第21図 縄文時代遺構外出土遺物(2) 国版目次
第22図 縄文時代遺構外出土遺物(3) 巻頭図版 1 1 .空中写真(北→)

第23図 縄文時代遺構外出土遺物 (4) 2. (南→)

第24図 縄文時代遺構外出土遺物(5 ) 巻頭図版2 1.空中写真(西→)

第25図 縄文時代遺構外出土遺物(6) 2. 中写真(真上から)

第26図 縄文時代遺構外出土遺物 (7) 

第27図 縄文時代晩期末~弥生時代遺構外 図版 1 1.調査区遠景(北→)
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第28図 S I01竪穴住居跡 図版2 1.調査区南全景(南東→)

第29図 S I04竪穴住居跡 2.作業風景(北西→)

第30図 S I04竪穴住居跡カマド、炭化材 図版3 1. S I 18 (::1ヒー-+)

出土状況 2. S I 18 炉確認(南→)
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第32図 S I 12カマド 状況(南西→)
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遺構、 SR29 . 32土器埋設遺構 図版 5 1. S I 21 完掘(南→)

-v一
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3. S K34 完掘(南東一→) 図版17 1. S 1 25 完掘

4. S K36 断面(北→) 2. S 1 25 確認(西→)

5. S K36 完掘(北→) 3. S 1 25 断面(南西→)

6. S K F37 (東→) 4. S 1 25 カマド完掘

7. S K F37 完掘(南東→) 5. S 1 25 焼土(南→)

8. S K48 土層断面(南一-+) IZI版18 1. S 144 完掘
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i玄|版21 1. SB30 

2. S D30 

3. S R29 CIヒ→)

4. S R29 埋設土器完掘

図版22 1. S R32 確認
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出土遺物土器

図版24 縄文時代遺構内出土遺物(2 )土器

図版25 縄文時代遺構内出土遺物(3 )石器

図版26 縄文時代遺構外出土遺物(1 )土器

図ft反27 縄文時代遺構外出土遺物 (2)石器

図版28 縄文時代遺構外出土遺物(3 )石器

図版29 縄文時代遺構外出土遺物 (4)石器

図版30 縄文時代晩期末~弥生時代遺構外遺物

土器

図版31 古代遺構内出土遺物 土器・石器

図版32 古代遺構内・遺構外出土遺物 土器

図版33 古代遺構外出土遺物土器

図版34 炭化材(1 ) 

図版35 炭化材 (2) 

図版36 炭化材(3 ) 
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第 1章はじめに

第 1節 に至る経過

秋田市内の交通混雑の解消、高速交通体系の形成、交通量増加に伴う国道沿線の生活環境の改善等の

ため、建設省東北地方建設局秋田工事事務所から秋田外環状道路の建設計画が提示された。それにし

たがって、昭和61年4月、秋田市上北手古野から昭和町豊Jf[龍毛にかけて26.2kmの路線が決定された。

路線決定の後、秋田県教育委員会ではルート上での遺跡分布調査および範囲確認調査を行い、 6カ所の

遺跡を確認した。大平遺跡を含む上新城道川から金足岩瀬のルート北側については、昭和63年度から

平成元年度に分布調査ならび、に範囲確認調査を行った。そのうちの 1カ所が大平遺跡であり、計画路線

上最北端の遺跡である。本遺跡については、平成元年の範囲確認調査の結果、 11，500mの範囲を確定

した。その後、平成 6年に遺跡範囲のうち工事に係る西端部分1，300ばを発掘調査した(第 1次発掘調査

その後、平成 9年、秋田外環状道路は東北横断白動車道に直結し、秋田自 と名称変更され、

同年11月秋田南~昭和男鹿半島問(25.7km)の開通に至った。

昭和男鹿半島 1C以北は、日本海沿岸東北自動車道として平成 3年12月に整備計画区間となり、

平成 5年12月に実施計画が認可された。その後 2度の実施計闘の変更を経て、平成 9年10月着工とな

った。この問、先に実施された第 1次発掘調査対象区域に隣接する遺跡部分についても記録保存調査

を行うこととした。そして、平成11年 5月17日"-'9月刊日の発掘調査を行うに至った(第2次発掘調査)。

第 2節調査要項

跡名

跡所在地

調査期間

面

大平遺跡(おおひらいせき 略号 50H)

秋田県秋田市金足岩瀬字松館大平28 5外

平成11年 5月17日"-'9月10日

6.900rri 

(秋田県埋蔵文化財センター調査課課長補佐兼調査第 2科長)

(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第 2

(秋田県理蔵文化財センター調査課調査第 2科文化財主事)

(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第 2科非常勤職員)

(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第 2科非常勤職員)

(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第 2科非常勤職員)

(秋田県埋蔵文化財センタ 2科非常勤職員)

(秋田県埋蔵文北財センター調査課調査第 2科非常勤職員)
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第 1主主 はじめに

総務担当 原 (秋田県埋蔵文化財センタ

時) 佐々木敬隆(秋田県埋蔵文化財センタ

隆 (秋田県埋蔵文化財センタ

調査協力機関 日本道路公団秋田工事事務所

秋

昭和町教育委員会

参考文献

1. 秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第200集 1989(平成元年)

2. 秋田県教育委員会『秋田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書理 大平遺跡 』

秋田県文化財‘調査報告書: 第264集 1996(平成 8年)
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第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の位置と周辺地形

大平遺跡は秋田市の最北端にあり、東経1400 2ノ 27//、北緯390 51〆 20//に位置する。八郎潟残存

湖の南東部、出羽丘陵西縁で、国道 7号線の東側、日本海沿岸東北自動車道昭和男鹿半島インターチ

ェンジから北に250mイ寸近にある。

遺跡周辺の地形は、八郎潟残存湖岸から出羽丘陵西部に向けて低地(湖岸平野)、段丘(砂磯段丘)、

丘陵地、山地に分けられる。残存湖岸の低地は、琴丘町鯉川より秋田市金足まで狭長な沖積低地を形

成している。低地側辺の丘陵末端部では段丘が形成されている。

遺跡の乗る丘陵は豊川丘陵と呼称され、東側ほど漸次高度を増し、組山山地@太平山地へと続く。

遺跡地は豊川丘陵の西端部にあたり、標高14~33mで、その西側は馬踏川低地となり、八郎潟干拓低

地を経て、八郎潟調整地へと続く。北側の低地を豊川が、南側の低地を馬踏}fIが流れ、八郎潟残存湖

に注ぐ。遺跡の帰国は松林、雑木林が主体で、小濯木や笹竹などが混じる。低地は水田である(第3図)。

周辺の表層地質は、新第三紀中新世の船川層 (msF)、天徳寺層 (slT)、鮮新世の笹岡層(rnsS)、第四

紀更新世の潟西層 (sgK)、段丘堆積物(tr)、沖積低地堆積物(ma、sa3)から構成され、このうち大平

遺跡のある丘陵は更新世の泥岩から成り立っている(第4図)。

第 2節周辺の遺跡

秋田市北部から紹和田T.飯田川町かけての地域には、縄文時代から中世にかけての遺跡が多く所在

する(第 5図、第 1. 2表)。第 1・2表に記した地図番号は、 『秋田県遺跡地図(中央版)j]に準拠する。

縄文時代の遺跡では、現在元木山公園として整備されている元木UJ1 . II遺跡、 (26-12. 13) のほか、

西野遺跡 (26-15)、鳥巻 1.立遺跡 (26-32. 33)、真形尻遺跡 (26-34)、松葉沢遺跡 (28-6)、上松館

遺跡(1-2)、大清水台 1.直 .N遺跡(1-3. 5 . 6)等がある。いずれも縄文時代の遺物散布地として

知られる。本センターによる元木山根立遺跡や後山遺跡の発掘調査でも縄文時代から古代にかけての

遺物が出土している。

弥生時代の遺跡は、現在のところ確認されていないが、大平遺跡では弥生時代の土器片が出土して

おり、この地域での貴重な資料である。

古代に入ると、豊}I[河岸の丘陵上や烏踏川に遺跡が分布する。豊川右岸の丘陵上には西野遺跡(26-15)、

深田沢遺跡 (26-21)、千刈田遺跡 (26-22) 、塔旧 I~盟遺跡 (26-25~27) 、槻木盛土壌 (26-28) がある。

槻木盛土墳は火葬慕として登録されており、須志器片 e 章@葺石が確認されている。

左岸の丘陵上には正戸尻 1. II遺跡(26-41.、寸白沢遺跡(26-44)、高野遺跡(26-45)がある。

踏川右岸には大沢遺跡(1-15)、前山 1.立遺跡(1-9. 10)、北田遺跡(1-11)、大表遺跡(1-12)、堀内遺

跡(1-13)、草生土沢 I遺跡(26-38)がある。大沢遺跡では平安時代(10世紀前葉)の竪穴住居跡が 1軒検

出され、土師器が出土している。

-5 



第 2章遺跡の立地と環境

大平遺跡から南約13kmには国指定史跡秋田城があり、 1974年以来継続的調査がなされ、古代出羽|認

の歴史解明に寄与している。

中世には、古代に引き続き丘陵上に遺跡が位農し、館跡が多く確認されている。 i流域から馬踏

川流域にかけては山田館(26-20)、極楽館(26-23)、オオサカ館(26-43)、棟館(26-35)、元木館(26-14)、

岩瀬館(1-8)が分布する。他によもみ(ぎ)館(1-16)がある。

中世以降になると、松館遺跡(ト1)において 4基の火葬墓群が検出されている。また、昭和町には県

指定史跡として登録されている石川理紀之助遺跡がある。

参考文献

1.秋田県教育委員会 f遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第200集 1989 (平成元年)

2.秋田県教育委員会 『秋田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書田一大平遺跡一』

秋田県文化財・調査報告書 第264集 1996 (平成 8年)

3.冨健泰時 『日本の古代遺跡24 秋田』保育社 1985 (昭和60)年

4.秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地関(中央版)~ 1990 (平成 2)年

5.秋田県教育委員会 『秋田県の中世城館~ 1981 (昭和58)年
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第 2章遺跡と立地

ll1 a (泥がち:Llf積物)、日3(砂がち堆積物 3)、r(泥・砂および牒)、
sgK(砂牒)高)、Il1sF(泥岩)、 lr(砂および牒)、 sIT(シルト岩)、 msS(泥岩)

2.5km 

ヰ

0
0
 



5 
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遺跡の立地と環境第 2章

物
、三委主

1思4蕎

縄文土器

縄文土器

、三笠L

3思

館跡

遺物包含地

遺物包含地

月リF重在所名

市

長官

松館

水台 I

跡地図番号| 遺

秋田

1 -11松

1 -21上

1 -31大

遺物包含地i縄文土器、

縄文土器

縄文土器

縄文土器、石飯、土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器、赤褐色土器

空掘

縄文土器、赤褐色土器

空掘、土塁

赤褐色土器

縄文土器、土師器、須恵、器

縄文土器、瓦

珠洲系土器

須恵器、赤褐色土器

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

館跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

館跡

遺物包含地

館跡

遺物包含地

火葬墓

遺物包含地

遺物包含地

館跡

遺物包含地

館跡

水台立

水台車

水台 N
水台 V
瀬館

山 I
111 立

田

1 -41大

内

館

沢

館

H

I

ぎ

内

vm
野

野

も

大
大
大
岩
前
前
北
大
堀
堀
大
よ
北
北

5
6
7
8
9
m
H
ロ
日
目
白
日
間
山
口

…

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

1
i
1
i
1
i
1
i
寸

i
1
i
1
i
1
i
1
i
1
i
1
i
1ム

1
i
1
i

秋田市金足下刈字北野

秋田市金足下刈字館越

秋田市金足浦山字水蟹沢

秋田市金足片田字待入、

黒川字カブラ沢

車

館

沢

館

里子

メ日

回

1 -201 北
1 -221下

1 231蟹

1 271片

碑(高57cm、幅42cm、厚24cm)
応永20年
須恵、器片

縄文土器片(後期)、土師器、

須恵器片

遺物包含地|縄文土器片(後期)、土師器、

須恵器片

DIJ 
碑

和

Tm凶
昭
26-10 板碑

遺物包含地

遺物包含地

昭和町大久保字町後7

昭和町乱橋字下畑115
昭和町大久保字元木山根 I

m
m
T
i
 

L
q
h
'
 

後

26 111下
26-121元木 山

館跡

遺物包含地

昭和田I豊川龍毛宇関沢

昭和町豊川龍毛字関沢

昭和町豊川山田字家ノ上81

立

山
口
ロ
マ
γJ

6
品
限
エ

山

木

26-131元木

26-141元

26 151西 縄文土器片(後期)、石飯、

土師器、須恵器片

焼米、茶臼受け皿片

須恵器片

石飯、須恵器片

主郭、帯郭、空掘等

遺物包含地

館跡

遺物包含地

遺物包含地

官官跡

壷、

須恵器片

石万
土師器、須恵器片

須恵器、土師器片

須恵器片

須恵器片、

土師器片、

須恵器壷

獣骨

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

火葬墓

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

昭和町豊川山田字家ノ

昭和町豊川山田字滝の沢、砂子沢

昭和町豊川山田字深田沢

昭和町豊川龍毛宇千刈田

昭和町豊川龍毛宇塩辛回 1、槻木

字塔回、山田字深田沢

昭和田I豊川龍毛宇塩辛田 5'""8
昭和町槻木字塔田

昭和町豊川槻木字塔田60
昭和町豊川槻木字塔田12
昭和田I豊川槻木字塔田 7

昭和町豊川槻木字塔回 1'""2
昭和町豊川槻木字大富34
昭和町豊川槻木字欄戸下53の 1

台

館

沢

田

館

回
目
刈
楽

26-161下
26-201山

26-211深
26-221千

26-231極

旧

日
直

墳

N 

26-241塩辛

26-251塔田

26-261塔田

26 271塔田

26-281槻木盛

26-291塔田

26-301大

26-311蘭

周辺遺跡一覧(1 ) 
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秋田市金足岩瀬字松館大平

秋田市金足岩瀬字上松館

秋田市金足大清水字大清水台73・

74・75
秋田市金足大清水字大清水台63・
64・65
秋田市金足大清水宇大清水台49
秋田市金足大清水字大清水台52
秋田市金足大清水字大清水台

秋田市金足岩瀬宇佐渡沢

秋田市金足岩瀬字前山 7

秋田市金足岩瀬字前山

秋田市金足岩瀬字北田

秋田市金足岩瀬宇大表

秋田市金足堀内字神田

秋田市令足堀内字堀内、神凹

秋田市金足岩瀬字大沢

秋田市金足滞山字水上沢

秋田市金足下メリ字北野

秋田市金足下刈字北野

第 1表

下一戸



第 2節周辺の遺跡

所 在名地国番号

I 1 昭和町豊川槻木字鳥巻

III昭和町豊川槻木字鳥巻35

形 尻 i昭和rHT豊)11槻木字真形尻31
館 i昭和田了豊川槻木宇高野~真形沢

ラス沢 i昭和田了豊川槻木宇カラス沢

形 館|昭和田了豊川槻木字カラス沢、

土沢

26-381草生土沢 I1昭和町豊川槻木字草生土沢

26-391草生土沢立|昭和町豊)11槻木字草生土沢

26-401草 生土沢 ml昭和町豊)11槻木字草生土沢18
26-411正 戸 尻 I1昭和町豊川槻木字正戸尻62
26-421正 戸尻立|昭和町豊)11槻木字正戸尻

26-431オオサカ館|昭和町豊)11概木字正戸尻

26 寸 白 沢|昭和町豊川械木字寸白沢

26-451高 野!昭和町豊1I[槻木字高野64
26-601石川理紀之助 i昭和町山田

飯 田 川 町

26 51城 の

26-61松葉

26-111鬼王

内 i飯田川町下虻川字城の内84
沢|飯田川町下虻)11字松葉沢87
館 i飯田川町和田妹川字大宮沢 5

種別| 遺構 ・遺 物

遺物包含地|縄文土器片(前期、後期)

須恵器片

遺物包含地|縄文土器片(中期、後期)、鉢、

アスフアルト付着、鉢型土器

遺物包含地|縄文土器片(中期)、鹿、

館跡 |本郭、腰郭、空掘

遺物包含地i土師器片
館跡 |階段状郭、帯郭

遺物包含地 i二i二師器片

遺物包含地i石匙
遺物包含地i五輪塔頂部、近くに糠塚

遺物包含地|須窓器片

遺物包含地|土師器、須恵器片

館跡

遺物包含地|須恵器片

遺物旬含地|須恵器片

史跡 !尚庵、書庫、郷倉

建物跡 |碑一基

遺物包含地|縄文(中期、晩期)
館跡 |帯郭、空掘、段築、焼米、鉄j幸、

唐津焼、破片、石飯、縄文(後・

晩期)土器

第 2表周辺遺跡一覧(2 ) 
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

大平遺跡は、組山山地から西側に伸びる豊川丘陵の先端部、標高約26m，....___30mに位置する。遺跡の

位置する豊川丘陵は、東側に向かつて漸次高度を増し、経山山地・太平山地へと続く。遺跡は、丘陵

西端部にあたり、その西側は一気に沖積平野に下る。すなわち馬踏川低地となり、八郎潟干拓低地を

経て、八郎潟調整池へと続く。周辺の低地には整然とした水田が卓越している。

周辺の地形は、概して東高西低であり河川は八郎潟調整池に向かつて西流する。調査対象範囲周辺

は松林・雑木林が主体で、小瀧木や笹竹などが混じる。遺跡も、松林であったが、伐採されたあとは笹竹

の繁茂する原野となっていた。

遺跡内の西側を秋田自動車道の北端、昭和男 1 Cのループがカーブしながら ら北西に

走っている。このルーフ部分は、平成 6年度に発掘調査されている。

遺跡西端部の尾根と沖積面の比高は約21，....___26m、遺跡南西側~西側は大きく土取りされ、西側は急

となり、南側斜面と北側斜面はやや急な斜面となっている(第 1・2図)。

平成元年度の範囲確認調査の結果から、遺跡の推定面積は約1l，500ばであるが、平成 6年度調査面積

1，300ぱと平成11年度調査面積6，900rriを合計すると8，200ぱ(71%)の調査が終了したことになる。

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法は、大平遺跡内に所在する日本道路公団が打

した STA杭465(X口一15845.1665、Y口一64932.8411)を原点とし国家座標系第X系座標北を求

める。このラインを南北基線として延長し、これに直交するラインを東西基線とする。また、この東

西南北の基線に沿って 4mX41TIのメッシュを組み、その交点にグリッド杭を打設する。

のSTA杭465(標高27.426m) をMA30とした。そして、グリッド杭には、東から西に向か

つて東西方向を表すLA..... .LJ.MA..... .MJとういうアルファベットと、南か

ら北に向かつて昇順する南北方向を表す 5. 6. .... の数字を組み合わせた記号を記入し、

4n1X 4mの方根杭の南東隅をグリッドの名称とした。

遺構の確認はできるだけ遺構の掘り込み面での検出に努めたが、地山首まで浅いところもあり、地

山漸移層もしくは地山面での確認となる遺構もあった。

遺物は、遺構内出土のものは、出土遺構名@出土居位@遺物番号 a 出土年月日を記入し、遺構外出

のものは、出土グリッド@出土層位@遺物番号@出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。

基本的に住居跡などの大規模な遺構はト字に土居観察用のベルトを残し、四分割し、土坑など、の小規

模な遺構は、長軸に沿って二分割し した。調査の記録は、主に図面と写真によった。図面は基

本的には1/20の縮尺で作図したが、炉@カマドは1/10で、遺物出土状況図は1/10もしくは1/20の縮

尺で作図した。写真撮影は、 35聞のモノクロとカラー 1)バーサルフィルムを使用した。また、遺跡全
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第 2節調査の方法

体の術敵写真はラジコンヘリによる空中写真撮影によった。

における整理は、遺構については現場で取った平・断面図より第 2原図を作成し、これをトレ

ースし、遺物については洗浄・注記の後に実測図・拓影図の作成、 を行った。

第 3節調査の経過

5月11日 午後から昭和町役場にて作業員説明会を行った。

5月17日 職員 6名で、ハウス設置状況、グリッド杭打設状況を確認した。また、資材搬入を行った。

5月18日 作業員への呉体的な作業説明、安全な作業のための諸注意を行い、実質作業を開始した。

事務所、器材小屋、休憩所の整備を行った。南端部斜面に 1m間隔でトレンチをいれた。

調査区西端部は急斜面のため安全柵を設置した。

5月初日 南端部斜面のトレンチが 1m間隔だ、と排土がくずれるため、 2m間隔にした。通路に荏を

敷いて安全を確保した。

5月21日 南端部斜面のトレンチを精査したが、遺構・遺物はなく、写真撮影を行った。ベルトコン

ベア~40台を設置した。

5月24日 ベルトコンベアーの稼働を開始した。 LF17グリッドに四角い黒色のフランあり、そこか

ら須恵器が出土した。 MC '" MH  . 26"'30グリッドで竪穴状の落ち込みを検出。

5月26日 24日に確認した四角いフランの他に、 LE '" L G . 17'" 19グリッドで方形の落ち込みを 3

つ検出した。

5月28B 西部、中央部のジョレンがけを行った。 LH24グリッドで青磁の破片が出土した。昭和町

教育委員会 瀬下社会教育主事が現場見学のため来跡した。

5月31B ジョレンがけした部分の出土遺物をグリッドで取り上げた。遺物は須恵器片 (LG26グリ

ッドで須恵器台付きが底部のみ出土した)、縄文土器片、石器(石嫉含)である。

6月1日 L F17グリッドで検出した四角いプランを SK 101とし、ベルトを設定した。発電機が不

認のため修理してもらう。

6月2B S K 101で焼土を検出したため、 S101に変更した。 LB36グリッドに四角い黒色の落ち

込みを確認し、サブトレンチをいれた。

6月3日 S 101で石飯が出土した。 LE"'L G .17"-'19グリッドで検出した四角い落ち込み 3つを

それぞれ、 SK 102、SK 103、S104とした。

6月4日 MH34、M135付近で焼土を確認し、レベルを測った。大野課長補佐が現場視察のため来

跡した0

6月9日 S N05、SN06、SN07、SN08、SN09、SN10を検出した。 LC36グリッドから完形

の石槍が出土した。

6月10B 沢を確認し、付近を掘り下げた。昭和町教育委員会 瀬下社会教育主事、教育庁文化課

武藤学芸主事が現場視察のため来跡した。

6月14日 S 104から完形の水瓶と、須恵器(高台付杯)が底部のみ出土した。

6月15日 SN11を検出した。
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第 3章発掘調査の概要

6月18日 S K 102の完掘写真撮影を行い、同遺構の調査を終了した。

6月21日 S N05、SN06、SN10の調査を終了した。昭和町教育委員会 瀬下社会教育主事、十文

字町教育委員会 土肥稔氏他が現場視察のため来跡した。

6月22B S 1 12の精査を始める。沢の砂層から須恵、器破片が出土した。門間元昭和町教育長が現場

見学のため来跡した。

6月23日 S 1 12から土師器の破片が出土した。昭和町教育委員会 昨夏下社会教育主事他 2名が現場

視察のため来跡した。

6月25日 S K 103で赤色顔料のサンフルを採取した。 S1 13を検出した。 SN07、SN08、SN09 

の調査を終了した。能代北高校栗山教論が遺跡見学のため来跡した。

6月28B SD14、SD15、SD16を検出した。 MH33、MG33、MH32、MG32グリッド内で丸い

黒色の落ち込みを検出した。 SK 103の調査を終了した。

7月 1日 MG29、MH29グリッドで丸い黒色のフランを検出した。また、 ME28. 29、MF28・29

グリッドでも丸い黒色の落ち込みを検出した。

7月 2日 SNllの調査を終了した。南端部の地山レベリングを行った。

7丹 5日 S K17を検出した。 MH33、MG33、MH32、MG32グリッドで確認された円形プランで

炉を検出し、 S1 18とした。

7月 6日 S K17から多量の炭化物が出土したが、規模は小さく、完掘写真の撮影をして、調査を終

7した。 SN19、SN20を検出した。 MC29グリッド内とMC30グリッド内でそれぞれ方

形プランを検出した。追分郵便局 谷口重光氏が遺跡見学のため来跡した。

7月 7B MG29、MH29グリッドで確認した円形フランを竪穴住居跡と判断し、 S121とした。 M

F26・27グリッドの不整楕円形プランを SX22とした。 SKF23を検出した。 SD14の調

査を終了した。

7月9日 S 104で土師器の壷が出土した。 SK24を検出した。

7月12日 MC29グリッドの方形プランから焼土が検出したので、 S1 25とした。 S1 12の床面から

土坑を検出した。 SD15の調査を終了した。

7月13自 L 1 26・27、LJ 26・27グリッドで方形の落ち込みを検出した。 SKF23からアスファル

トとアスフアルトの付着した石嫉が出土した。

7月14日 L G34~ L F34に焼土があり、住居跡と思われたので、まわりをジョレンがけしてみた。

LH34グリッドで埋設土器を検出した。また、 SR26、S127を検出した。

7月19日 LH34グワッドの埋設土器を SR29とした。 S101、SKF23、S1 12に伴う土坑の調査

を終了した。ベルトコンベアー15台を返却した。

7月21B L H29グリッドで焼土を検出した。 SD30を検出した。 SR29の調査を終了した。

7月22臼 S D31、SR32を検出した。 S1 12に伴う土坑を SK33とした。 SR26の調査を終了した。

発電機が 1台故障した。昭和町教育委員会 瀬下社会教育主事、羽城中学校教諭 2名が翌

日に行われる遺跡見学の下見のため来跡した。

7月23日 午前に羽城中学校 l年生60名が遺跡見学のため来跡した。午後から三瀦所長が指導のため

来跡した。

14-



第 3節調査の経過

7月初日 L G34"--L F 34で住居跡は確認できず、焼土のみと判断して SN28とし、終了した。

7月27日 S I 04から墨書土器が出土した。 SN19には、掘り込みがあり、埋土に焼土が混入してい

たことが分かり、 SK19に変更した。 SI 13、SK24、SR32の調査を終了した。 ABS

秋田放送の西田亨氏が取材のため来跡した。

7月28日 S K34、SK 135を検出した。 SK19の調査を終了した。 SD31がSI 20の周囲を回るこ

とがわかった。道路公回職員 3名が現場視察のため来跡した。

7月29日 S K36、SKF37を検出した。 S127、SK34の調査を終了した。

7月30日 L H38"--L I 38グリッドで楕円形のフランを、 LI 29で黒色の円形フランを、 LG29で焼

を検出した。また、 SK38を検出した。 SK36、SKF37、SK38の調査を終了した。

8月 3日 S K39を検出した。 LH38"--L I 38グリッドの楕円形のフランは、 LH38グリッドの焼土

のみと判断し、終了した。

8月4日 S D30の周辺から等間隔に並んだ柱穴を検出し、掘立柱建物跡になる可能性がでてきた。

L 129の円形プランを SK40とし、 SN20は竪穴住居跡のカマドであることを確認し、 S

I 20に変更した。 S104、SK40の調査を終了した。

8月 5日 L G29の焼土に掘り込みがあることから SK41とした。

8月6日 LH38グリッドの焼土を SN42とした。 SD16の調査を終了した。

8月10日 S K39とSK41の調査を終了した。

8月19日 S I 18の石閤炉から縄文時代の深鉢形土器が、 SI 25北東部のカマドから完形の須恵器の

珂くが出土した。 SD31の調査を終了した。 LH29グリッドの焼土の撹乱部分には掘り込み

があることが判明したが、性格不明のため SX43とした。

8月20日 S 120から大きめの土姉器の破片が出土した。 SK 135の調査を終了した。船木調査課長

が指導のため来跡した。

8月25日 SK45を中食出した。

8月26日 S 146を検出した。 SK45底部から掌大の石が 6個出土したので、実測@写真撮影を行い

を終了した。 S125、S121、SX22の調査を終了した。

8月27日 長方形のフランを検出し、 SK 144とした。 MC25グリッドから黒曜石の原石が出土した。

8月30日 S K 144の床面から焼土を検出し、 S144と変更した。 SK47を検出し、この自の内に調

を終了した。また、 SR49を検出した。 SI 20からほぼ完形の須恵器の杯が出土した。

L J 41、MA41グリッドで円形のプランを検出したが、撹乱と判明した。昭和町千田町長、

桜庭教育長、鈴木公民館長他 1名が現場見学のため来跡した。

8月31日 S I 12のカマドから底部に木葉痕のある土師器が出土した。不整円形の落ち込みを検出し、

S X48とした。

9月 1日 S X48を半裁し、断固がフラスコ状であることを確認して SKF48と変更した。

9月 2日 南側斜面から地山のレベルを測り始めた。昭和因子教育委員会 瀬下社会教育主事、広報担

当者 1名が広報掲載の取材のため来跡した。

9月 3B S I 50を検出した。 SI 18、SI 20、SB30の調査を終了した。秋田県文化財保護協会の

岩見誠夫氏と奥さんが現場見学のため来跡した。
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第 3章発掘調査の概要

9月 6日 S 1 12、SR49の調査を終了した。 SKF48がフラスコ状よりも袋状に近いことから SK

48と変更した。元木山公園管理人 鎌田氏が現場見学のため来跡した。

9月 7日 MC34グリッドでピット状の務ち込みを検出した。 S146とSK48の調査を終了した。現

場の休憩所、ローリングタワーを解体した。堂の下遺跡へ範囲確認調査用器材を運搬した。

9月 8日 ベルトコンベアー17台を現場から撤去した。

9月 9日 S X43、S144、S1 50の調査を終了した。また、 MC34グリッドのピット状の落ち込み

を半載した結果、土坑と判断し、 SK51として調査を終了した。基本土層を 2カ所で測った。

航空写真撮影のため、調査区をジョレンがけした。

9月10日 空中写真撮影や発掘資@器材を雄和収蔵庫や埋蔵文化財センターに搬出した。午後から、

各方面へ発掘調査が終了したことと、調査への協力のお礼を兼ね挨拶して回った。

立

E
 

N N 

1 黒(lOYR2/1) しまりあり、粘伎なし
2 J黒褐色(lOYR3/2) しまりあり、粘性なし、(lOYR4/6)のこ!こが混入
3 黒褐色(lOYR2/2) しまりあり、粘性なし、造物包含層
4 明黄褐色(lOYR6/S) しまりやや強、粘性なし、一部灰黄色(2.5Y7/2)の土混入

第 6図遺跡基本土層図
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第4章調査の記録

第 1節 基 本 層 序

調査区の基本層序は、調査境界に設定したトレンチなどから、以下のように観察できた。(第4図)

第 1層 黒色土(10YR2/1):しまりの弱いシルト質の表土である。草木の影響を強く受けていて腐

植含有量の多い黒ボク土壌である。層厚は、 15-----35cmで、ある。

第H層黒褐色土(10YR2/2):しまりの弱いシルト質土である。腐植含有量の多い黒ボク土壌である。

平安時代の土師器片@須恵器片を含む。層j享は、 Q-----25cmである。斜面下位では、地山粒の混入する

ところがある。調査区南部では拳大から人頭大の!擦が多量に混入する。また、調査区中央北側の稜線

上では欠落する。

第直属 黒褐色土(10YR3/3):しまりのやや弱いシルト質土である。腐植含有量のやや少ない黒ボ

ク土壌である。上位に縄文時代の土器・石器を含む。層厚は、 Q-----40cmである。調査区中央北側の稜

線上では欠落する。一方、斜面遷移点付近では厚くなる。

第N層明黄褐色土(10YR6/8):しまりの強い粘土質の地山である。

第 2節検出遺構と遺物

本調査で検出された遺構は、縄文時代中期後半の竪穴住居跡 6軒、土坑 3基、フラスコ状@袋状土

坑2墓、土器埋設遺構 1基、焼土遺構 9墓、柱穴様ピット 7基と奈良時代末~平安時代前半の竪穴住

居跡 5軒、竪穴状遺構 2基、掘立柱建物跡 1棟、土坑14基(このうち土器焼成遺構 2基)、溝跡 3条、

焼土遺構 1墓、土器埋設遺構 1基である。縄文時代晩期末~弥生時代の遺構は竪穴住居跡 1軒、土器

埋設遺構 I基である。

なお、柱穴だけの検出であっても、竪穴住居に伴うと判断されたものは竪穴住居跡として扱っている。

また、柱穴様ピットは、建物跡に伴うと判断できなかったものについては記述を省略、

載した。

縄文時代中期後半の遺構は調査区の中央部北よりの稜線上を中心に広がるが、狭い範囲で、誠査区

にして掲

全体の10分の 1にすぎない。古代の遺構は上述の稜線からやや下った緩やかな斜面に広がり、その分

布範聞も調査区全体の 5分の 1程度とやや広くなっている。

遺物は、第E層および同面を構築面とする遺構覆土中から古代の土器が、第盟-----N層および同面を

構築面とする遺構覆土中から縄文時代中期の土器・石器が出土した。しかし、遺構は、検出部まで浅

いため、樹木によって撹乱されていたり、斜面のために一部または大部分が流失したりしていた。また、

遺物も、撹乱や風雨の影響を受けている上、斜面のため流出し再堆積していたものが多かった。

なお、遺構ではなく自然地形であるが、南側と北東側斜面の 2個所で自然の沢が検出されたのでこ

の項で概略を記す。

南斜面の沢は当初、 SD14溝跡として調査していたが、途中で自然の沢であると判明したものである。
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第4章調査の記録

さ64.0m、最小IIJi4.5m、最大幅13.8m、深さO.4mで、南西側に下るにしたがってi隔を増していき

ながら自然と消滅する。埋土の 1・2層は小石を含み、 3層はグライ化し灰色埋。を帯びた粘土層で、

4聞は砂質土となる。 3層から平安時代の須恵器i不が出土している ら、平安時代にはこの沢が形

成されていたと推定される。

南東斜面の沢は当初、 SD16溝跡として調査していたが、途中で自然の沢であると判明したもので

ある。長さ25.6mm、最小IIJ高3.5m、最大幅14.0m、深さ0.5mで、北側に下るにしたがって幅を増して

いきながら自然と消滅する。埋土は全体的に地山粒子を若干含む層が多く、 2・5層は砂を含む為締

まりが無い。遺物が出土しなかったことからこの沢が形成された時期は不明である。

1 縄文時代~弥生時代

(1)竪穴住居跡

S 1 18 竪穴住居跡(第 7図)

〈位 霞) 1v1 G32 . 33、MH32.33グ')ッドに位置する。

(確 認)III間中で、大きな円形の黒色土の落ち込みとして確認した。確認当初は黒色土の中央に

ベルトを残しサブトレンチを入れて精査を開始した。しかし、 トレンチ底面で磯と埋設

土器を検出し炉と判断したので竪穴住居跡とした。

(重 複) S 1 52竪穴住居跡と重複する。本住居跡が新しい。

(形 態)円形を呈する。

〈規 模〉長軸(東一西)5.66mX短軸(南-北)4.98m、深さ0.70m。

(埋 土) 11層に分けた。そのうち 7'"'-'11層は炉の埋土である。 1'"'-'6層は自然堆積と判断した。

(床 面)床面全体は北側と南側で0.30m程の高低差があるが、これは斜面による土の流出のため

であり、本来は平坦であったと思われる。

)北西壁は0.70m、南西壁は0.20mでほぼ垂直に立ち上がる。西壁は前王手された後崩落し、

東援は斜面のため流出していた。

炉 )石岡土器埋設炉で、住居の中央やや東笥:りに設けられていた。埋設土器は口縁部の無い

粗製の深鉢形土器を正位に埋設したものである。

(柱 穴) 9基検出した。主柱穴はP1・9と考えられる。

物)石器は埋土からほぼ均一に出土しているが、土器は特に北東側から集中して出土した。

縄文土器(第17図 1'"'-' 7) 1は伊埋設土器である。 2'"'-'7も深鉢形土器で、埋土から

出土した。 2. 3は粗製で、 2は口縁部がやや外反する器形、 3は小型の土器である。

4は加熱を受け剥落し、文様が不明である。 5は沈線で縦位の楕円形文を施文する土器で、

楕円形文の外は磨消縄文である。 6・7も向じような文様構成の土器と思われる。石器(第

18図 8'"'-'16)は磨製石斧(8・9)、石匙(10・11)、スクレイパー(11・12)、石倣(13'"'-'

16)が出土した。 15は黒曜石製である。

(改 築)北側の床面の段差と、各々の床面に伴うと考えられる 2筒所の炉の存在から 1回の建て

替えが考えられる。なお、!日住居跡を S1 52竪穴住居跡とした。
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第 2節検出遺構と遺物

(構築時期〉床面出土の土器と炉埋設土器から縄文時代中期後半の大木 9式期と考えられる。

S 121 竪穴住居跡(第 9図)

〈位 置) MG29. MH29グリッドに位置する。

(確 認)Ill層中でほぼ円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉なし。

(形 態)ほぼ円形を呈する。

(規 模〉長軸(東一西)2.92mX短軸(南-北)2.83m、深さ0.45m。

(i里 土) 2層に分けた。斜面上方からの流入による自然堆積と思われる。

〈 壁 )北壁は大きく外に傾く。南側半分は残存部分が少ないため不明である。

(床 面)北側と南側で0.10m程の高低差があるが、これは斜面による土の流出のためであり本来

は平坦であったものであろう。

〉ほぼ中央に位置する。地床炉である。

(柱 穴) 10基の柱穴を検出した。主柱穴はと P1 . 6と思われる。

物)西側壁近くから同一個体と思われる縄文土器片がまとまって出土した(第19図17)。そ

の他、縄文土器片15点、スクレイパ-1点、剥片4点が出土した。遺物は中央から北側

半分に偏って出土している。図示した土器の17は、破片で全体の文様構成は不明であるが、

沈線によって波涛文を施文した土器であろう。石器の20はスクレイパーである。

(改 築)なし。

(構築時期)出土土器から縄文時代中期末葉の大木10式期かと思われる。

S 122 竪穴住居跡(第10図)

(位 置) M F26 . 27グリッドの北側が高い斜面に位置する。

(確 認、)遺構確認のため蛮層を掘り下げ中、平面形が楕円形の黒色土の広がりとして確認した。

(重 複) S N54と重複し、本遺構が新しい。

(形 態)南側が調査区外であり、斜面による土砂流出のため、全体の形が不整形を呈する。

(規 模)検出状態では、上端約3.00m、下端約2.00mで、深さ0.78m。

(埋 土) 2層に分けた。第1層に SN54からの流入と思われる焼土ブロックが混入する。自然堆

積である。

)斜面のため壁は全体的に削平されたと忠われ、大きく傾いて立ち上がる。

(底 面)平坦である。

(遺 物) (19図21. 22) 21は石匙、 22はスクレイパーで、いづれも床面出土である。

(構築時期)縄文時代

(その他)住居の可能性を考慮して精査を行ったが、斜面による土の流出が大きく、全体の形など

不明確であった。また、 2層以下は径10cm以上の磯層で、ある。
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S 127 竪穴住居跡(第11図)

(位 置) L C31・32グリッドに位置する。

〈確 認、)III局下面で、暗褐色土の落ち込みとして確認した。

複) S K34. S K36 . S K P 009と重複する。本住居跡が最も吉い。

(形 態〉ほぼ円形を呈する。

(規 模)長軸(由一北)2.79mX短軸(東一部)2.38m、深さ0.14m。

(埋 土) 4層に分けられた。自然堆積と思われる。第 1膳に炭化物が少量混入するが、他の3層

に混入物は見られない。

〉やや外傾する。

(床 面〉平坦で、固くしまっていた。

( 炉 〉地床炉で、住居の中央に位置する、 SK P009によって中央部を壊されている。

〈柱 穴)壁際に配される 2基が主柱穴と忠われる。いずれも径0.30m、深さ0.42mを測る。遺構

の外側にある 7基は本遺構と同一面での検出であるが、本住居跡に伴うかどうかは不明

である。

物)出土しなかった。

〈改 築)土層断面や床面の精査から改築は認められなかったが、掘り込みの外側から検出した柱

穴が、 2'"'-'3基並列することから、 1'"'-'2度の改築の可能性がある。

(構築時期)埋土中からは時期を特定できる遺物が出土していないため不明であるが、本遺構が確認

された直層で縄文時代の遺構が確認されたので、同時代の住居跡である可能性がある。

S 146 竪穴住居跡(第12図)

〈位 置) L 1 33、LJ 33 . 34、MA33. 34グリッドに位置する。

(確 認)地山上で培褐色土の不整円形の落ち込みとして確認した。

複) S 1 50と重捜する。本住居跡が新しい。

(形 態〉南側は斜面で土が流出し、壁などが良く残っていなかったが、円形の竪穴住居でなかっ

たかと推定される。

〈規 模)短軸(東一西)5.84mX長軸(南-北)推定6.00m、深さ0.10m。

〈裡 土) 3層に分けられた。第 3層は溝の埋土である。

)残りが悪いため、詳細は不明であるが、北~東側0.05mほどの壁の痕跡を検出した。

(床 面)斜面のため南側と西側に向かつて少し低くなる。本来は平坦であったと考えられる。

( 炉 )床面中央部に硬く締まった焼土の広がりを検出し、地床炉と判断した。

(柱 穴) 10基の柱穴を確認したが、主柱穴は特定できなかった。

(遺 物)埋土から弥生土器と思われる破片が数点出土したが、細片で図示できなかった。

〈改 築)なし

(構築時期)出土した土器片から、弥生時代と推定される。

〈その他)残存状況が悪いため、大部分の点で不明な点が多い。
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S 150 竪穴住居跡(第12図)

〈位 置) L 1 33、LJ 33グリッドに位置する。

(確 認) S 146の断面を精査中に確認した。

複) S 146竪穴住居跡と重設する。本住居跡が古い。

(形 態〉炉と援の一部が検出きただけで、大部分はS146竪穴住居跡によって破壊されているため、

は不明である。

(規 模〉不明。

〈埋 土) 4層に分けられた。 3層は火の影響を受けた暗褐色土である。 4層は火の影響を受けて

上部は焼土化して赤くなっているが、次第に下から上に向かつて赤くなってきているので、

できなかった。

〉不明。

(床 面)不明。

(炉〉

(柱 穴)不明。

(遺 物)炉に埋設されていた土器だけである。摩滅が著しく復元できたのは底部だけである。

(改 築)なし

ある。

(構築時期〉出土した埋設土器から、縄文時代と思われる。

S 152 竪穴住居跡(第13図)

(位 置) MF31・32、MG31・32・33、MH32グリッドに位置する。

(確 認) S 1 18竪穴住居跡の床面を精査中、石囲土器埋設炉の他に、別の土器埋設炉を検出し、

確認した。

複) S 1 18竪穴住居跡と重複する。本遺構が古い。

(形 態)円形を呈する。

(規 模) S 1 18により荷rJ平され、本来の規模は不明なものの、現存部で長軸(東西) 5.52mX 

短軸(南…北)4.92m、深さO.36mである。

(埋 土) 6層に分けられた。うち 5層は焼土、 6層は炭層で、人為的に形成された埋土である。

その他の埋土は、自然堆積である。

)北西側をのぞき、ほぼ垂直に立ち上がる。東南側は斜面のため、床面・壁の確認はでき

なかった。東側は斜面による土の流出で、壁の立ち上がりは不明である。

(床 面)平坦である。東@南側は斜面となっているが、本来は平坦と思われる。

炉 )中央部やや南東寄りに土器埋設炉が設けられている。炉内西側に深鉢形土器が埋設され、

その土器は表面の摩耗が激しいものの縄文が施されているのが分かる。東側は掘り込み

をもっ燃焼部で、硬化した焼土が見られる。

(柱 穴) 16基検出した。主柱穴はP1・3・14と考えられる。炉周辺のピットのうち、 P8とP

12、また、 P6とPllはそれぞれ対と考え、底面がほぼ同じレベルにより、側柱穴と

えられる。

ーーよ
り
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物〉 出土した。 9 (新)式に近い文様が施された土器がある。東側から遺物が集中

して出土した。

(改 築〉北側の床面の段差と、各々の床面に伴うと考えられる 2街所の炉の存在から、 1

られる。なお、新住居跡をSI18竪穴住居跡とした。

縄文時代中期後半の大木 9式期と考えられる。

(その他) P 1を端とする北西側は幅1.00m程のスローフとなっており、出入口と考えられる。

(2)土坑

SK34 土坑(第14図)

〈位 置) L C31グリッドに位置する。

〈確 認)直属下回で、 S127と重複している円形の落ち込みとして確認した。

複) S 1 27と重模する。本土坑が新しい

〈形 態〉円形を呈する。

(規 模)関口部長馳(南西-北東)O.71mX短軸(南東一北西)O.64m、底面長軸O.67mX

短軸O.55m、深さO.08m。

(埋 土) 1庖のみである。混入物が少なく、斜面から流入した土が一気に堆積したものと判断した。

( 壁 )やや外傾しながら立ち上がる。

〈底 面)ほぼ平坦であり、悶くしまっている。

(遺 物)出土しなかった。

〈構築時期)確認面の層位から、縄文時代と思われる。

S K36 土坑(第14図)

(位 置) L C31グリッドに位置する。

〈確 認) S 1 27と重複する円形の落ち込みとして確認した。

複) S 1 27と重複する。本土坑が新しい。

(形 態、)ほぼ円形を呈する。

(規 模)関口部長軸(北西-南東)O.74mX短軸(北東一南西)O.63m、成面長軸O.60mX

短軸O.57m、深さO.201TI。

(埋 土) 1層のみである。混入物が少なく、斜面から流入した土が一気に堆積したものと判断した。

( 控 )やや外傾気味に立ち上がるが、西側は大きく外傾する。

(底 部)平土日で聞くしまっている。

物)出土しなかった。

(構築時期)確認面の層位から縄文時代と考えられる。

(その他)性格は不明である。
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S K51 土坑(第14図)

(位 置) MC34グリッドに位置する。

(確 認)m層下面で、暗褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複〉なし。

(形 態)円形を呈する。

(規 模〉関口部長軸(東一四)O.63mX短軸(南-北)O.62m、

底部長戦O.46mX短軸0.46m、深さO.32rn。

〈埋 土) 4層に分けられた。 3.4屑は粘土質で、地山土が斑点状に含まれていることから人為

的に埋め戻されたものと考える。

@底面)断面形はボール状である。

物)なし。

(構築時期)確認面の層位から、縄文時代と推定する。

(3 )フラスコ状鴎袋状土坑

SKF23 フラスコ状土坑(第14図)

(位 置)MH30のグリッドに位置する。

(確 認)m層中で、黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複)なし。

(形 態)円形を呈する。

(規 模)関口部長軸(南-北) 1.26mX短軸(東一西) 1.24m、

底面長軸1.41mX短軸1.40m、深さO.69m。

(埋 土) 7層に分けられた。 4.7層は壁面が崩れたことに由来する樫土と思われる。自然堆積

である。

)底面から内傾気味に立ち上がるが、中位から開口部に向かつて、やや外傾しながら立ち

あがる。

(床 面)ほぼ平坦である。

物)(第19図23'""25)34点出土した。流れ込みによるものがほとんどである。縄文土器が多く

出土したが細片で図示できなかった。石器の23. 24は石嫉で、 25はスクレイパーである。

(時 期)形態から縄文時代かと推定する。

(その他)口縁部は削平を受け、本来の形は不明だが、側面がくびれており、また埋土の状況から

フラスコ状土坑と考えられる。

SKF48 袋状土坑(第14図)

(位 置) L H34 .35グリッドに位霞する。

(確 認)地山部で何色土の円形の落ち込みとして確認した。

複)なし。

(形 態)平面形はほぼ円形 る。断面形は袋状を呈する。
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(規 模)関口部長軸(東一西)0.68mX短軸(南-北)0.67m、

底面長!~fHO.54mX 短軸0.541TI、深さ 0.58m 。

(:t盟 土) 5層に分けられた。自然堆積か。

( 壁 〉やや内傾しながら立ち上がる。

(底 面〉中央部がやや低いが、ほぼ平坦である。

(遺 物〉出土しなかった。

(構築時期〉地山を相当削ってから検出された。確認状況から、地山揺で検出された S146竪穴住居

跡より古いと考えられ、 SI 50竪穴住居跡と問時期の可能性がある。

(4)焼土遺構

SN05 焼土遺構(第15図)

(位 置) MG34グリッドに位置する。

〈確 認〉遺構確認のため直層を掘り下げ中、焼土の広がりを検出した。

(重 複)なし。

(形 態)円形を呈する。長軸方向はN-12
0 -wである。

(規 模)長軸(南-北)0.84mX短軸(東一間)0.78m、深さ0.12m。

(理 土) 3層に分けたが、加熱状況の相違によるものである。

(底 面〉底面は平坦である。

(遺 物)なし。

(構築時期)検出状況から、縄文時代と考えられる。

(その他)掘りこみはなく、また周辺にピットも確認できなかったため、単独の焼土遺構と考えら

れる。本遺構の北西約 2mから、 SN06が検出された。

SN06 焼土遺構(第15図)

(位 置) MG34グリッドに位置する。

(確 認)遺構確認のためE層を慌り下げ中、焼土の広がりを検出した。

(重 複)なし。

(形 態)円形を呈する。長軸方向はN 63
0 

Wである。

〈規 模)長軸(北西-南東)0.51m X短軸(南西一北東)0.43m、深さ0.06m。

(埋 土) 3層に分けたが、加熱状況の相違によるものである。

(底 面)ほぼ丸底を呈している。

物)なし。

(構築時期)検出状況から、縄文時代と考えられる。

(その他)検出位置の間側が調査区外で、崖となっていたものの、周辺からピットは確認できなか

った。また、掘り込みもないため、単独の焼土遺構と考えられる。本遺構の南東約 2m

から SN05が検出された。
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第 2節検出遺構と遺物

S N07 焼土遺構(第15図)

(位 置)M 1 37グリッドに位置する。

(確 認、〉遺構確認のためE層を掘り下げ中、焼土の広がりを検出した。

複〉なし。

態)円形 る。長軸方向はN-45
0 -wである。(形

(規

(埋

(底

模〉長軸(北西-南東)0.67mX短軸(北東一南西)0.58m、深さ0.05m。

2層に分けた。加熱状況の相違によるものである。

酪)不整楕円径を呈している。

物〉なし。

(構築時期〉検出状況から、縄文時代と考えられる。

(その他)掘り込みもなく、周辺にピットを確認できなかったため、単独の焼土遺構と考える。

確認聞は当初からほぼ地Llrが露間じていた。本遺構の増山層は、士の鉄分が酸化し、

硬化した、平坦な石の層を包含しており、焼二仁層にも混入していた。 M138グリッド杭

を中心として、半径 1m以内に SN08・09が検出された。

SN08 焼土遺構(第15図)

(位 置) M 1 36・37グリッドに位置する。

(確 認)遺構確認のためE層を掘り下げ中、焼土の広がりを検出した。

複)なし。

(形 態)円形を呈する。長軸方向はN-800 -wである。

(規 模〉長軸(東一回)0.88mX短軸(南-北)0.51m、深さ0.02111。

(埋 土) 1層である。

( 壁 )平坦である。

(底 面)真中がくびれた、不整楕円径を呈する。

(遺 物)なし。

(構築時期)検出状況から、縄文時代と考えられる。

(その他)摘り込みもなく、周辺にピットを確認で=きなかったため、単独の焼土遺構と考えられる。

遺構確認面は当初からほぼ地山が露出していた。本遺構周辺の地山層は土の鉄分が酸化し、

赤色・硬化した、平坦な石の層を包含している。 M138グリッド杭を中心として、半径

1m以内に、 SN07 . 09・10が検出された。

SN09 焼土遺構(第15図)

(位 置)MH37・38グリッドに位置する。

(確 認)遺構確認のため亜層を掘り下げ中、焼土の広がりを検出した。

(重 複)なし。

(形 態)不整形を呈する。長軸方向はN-680 

- Eである。

(規 模)長軸(南西-北東) 1.08m X短軸(北西-南東)0.60m、深さ0.10m。
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第 4章調査の記録

(埋 土) 2層に分けた。加熱状況にある栢違である。

(底 面)東側が口縁径約f)Ocmのほぼ丸底で、西側が上端約50cmでほぼ平坦である。

物)なし。

(構築時期〉検出状況から、縄文時代と考えられる。

〈その他〉東側が燃焼部である。掘りこみはなく、周辺にピットを確認できなかったため、単独の

と考えられる。地山の状況は、 SN07と同様である。 M 138グIJッド杭を中心

として、半径 1m~内に、 SN07 . 08 . 10が検出された。

S Nl0 焼土遺構(第15図)

(位 置) M 1 37 . 38グサッドに位置する。

(確 認〉遺構確認のため田層を掘り下げ中、焼土の広がりを検出した。

複)なし。

態〉ほぽ円形 る。長軸方向はN 90
0 

- Eである。(形

(規

(埋

(底

模)長軸(東一回)0.91mX短軸(南一北)0.83m、深さ0.041TIo

1層とした。

面)平坦である。

物)なし。〈遺

(構築時期)検出状況から、縄文時代と考えられる。

くその他)掘り込みはなく、周辺にピットを確認できなかったため、単独の焼土遺構と考えられる。

地山の状況は、 SN07と同様である。 M 138グリッド杭を中心として、半径 1m以内に、

S N07 . 08 . 09が検出された。

S Nl1 焼土遺構(第16図)

(位 置) MH33グリッドに位置する。

(確 認)韮届上面で、円形の黒褐色土とそれを囲む土器片、また、それに接する焼土と炭化物の

広がりを確認し、土器埋設炉と判断した。

複) S N53と重複する。土層断面から本遺構が新しいか、または同時と考えられる。

(形 態)揖形の平面形は、楕円形を呈する。長軸方向はN-60
0 

Wである。

(規 模)掘形規模長軸(北西一南東)0.37mX短軸(南西一北東)0.25m、

底面長軸0.15mX短軸0.13m、深さ0.28m。

(遺 物)埋設土器以外の遺物は出土しなかった。

(時 期)埋設土器から、縄文時代中期後半と思われる。

SN28 焼土遺構(第16図)

(位 置) L G34に位霞する。

(確 認)遺構検出のため直属を精査中、明褐色の焼土の広がりとして確認した。

複)なし。
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第2節検出遺構と遺物

円形を呈する。長軸方向はN Wである。

(南西一北東)O.98m x短軸(北西-南東)O.78m、深さO.09mo

2賠に分けられた。 2層は 1層の影響を受け、少し赤味を帯びている。

物〉出土しなかった。

〈時 期〉縄文時代と思われる。

(形態、〉

S N53 焼土遺構(第16図)

(位 置) MH33グリッドに位寵する。

(確 認〉遺構検出のため、困層を掘り下げ中、円形の黒色土の広がりと、それを閤む土器の上部

を確認した。(東側に SNllがある)

複) S Nllと重複しており、本遺構が古い。

(形 態)円形を呈する G 長軸方向はN-90
o
-Wである。

(規 模〉関口部長軸(東一酉)O.21mX短軸(南一北)O.20m、

底面長軸O.18mX短軸O.18m、深さO.12m。

(埋 土) 2層に分けられた。自然堆積である。

( 壁 )西側は外側に聞いて立ち上がり、東側はSNllとの重複によって、ほほ垂直に立ち上がる。

(底 面)平坦である。

(遺 物)確認時に灰褐色のほぼ円形に並んだ土器片を取り上げたもので、それには縄文が施され

ている。

(時 期〉縄文時代と思われる。

SN54 焼土遺構(第10図)

(位 置)悶F27.MG27グリッドに位置する。

(確 認)車層中で、楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。北側が高い斜面である。

複) S 1 22と重援し、本遺構が古い。

(形 態)南側はS1 22の削平を受け不明だが、本来は円形を呈していたと考えられる。

(規 模)関口部南西-北東軸2.46mX北西-南東軸推定2.64m、

底面南西-北東軸2.26mX北西-南東軸推定2.27m、深さ0.48m。

(埋 土) 3層に分けられたが、このうち 3麗は壁の崩落による埋土である。自然堆積である。

( 壁 )壁の崩落と斜-面による土の流出のため、大きく外傾しながら立ち上がる。

(底 面)平坦である。

( 炉 )底面に焼土の広がりを確認した。焼土の北西側から、焼けて赤化した{擦が出土した。

(柱 穴)検出されなかった。

(遺 物)埋土から縄文が施された土器が出土した。

(構築時期)縄文時代と考えられる。
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第4章調査の記録

(5)土器埋設遺構

S R32 土器埋設遺構(第39図)

(位 霞) L E31グリッドに位置する。長軸方向はN 83
0 -wである。

(確 認、) II層上面で、円形に巡る土器のまとまりとして検出した。半故後、暗褐色土を掘り込

み、正立している土器を確認した。

複〉なし。

(掘形規模) I鶏口部長軸(東一四)0.34mX短軸(南-北)0.33m、

底面部長軸0.25mX短軸0.23m、深さ0.241TI。

(土 器〉底部・口縁部ともに欠損し、大きさ等不明であるが、無文の深鉢形土器と思われる。

!李滅が著しく掲載できなかった。

(埋 土)土器内と掘形の2層に分けられた。いずれもしまりの弱い暗褐色土である。

(土器内遺物)なし。

(時 期〉縄文時代晩期末から弥生時代と思われる。

S R49 土器埋設遺構(第16図)

(位 置) L F28グリッドに位置する。

(確 認、)遺構確認のため亜局を掘り下げ中、小粒の炭を含む黒色土の広がりとして確認した。

複)なし

(規 模)掘り込み部の上端長軸(南-北)0.381TI X短軸(東一西)0.24m、

底面長軸0.23mX短軸0.16m、深さ0.18m。長軸方向はN-3
0

-Eである。

(埋 土) 2層に分けた。人為堆積である。

(遺 物)土器の内側には炭が付着している。平田形では二重であったが、 1個体として取り上

げた。磨耗が激しいが、縄文かと思われる文様が施文されている。

(時 期)縄文時代と考えられる。

2 奈良時代~平安時代

(1 )竪穴住居跡

S 101 竪穴住居跡(第28図)

(位 置) L E 16 . 17、LF16・17グリッドに位置する。

(確 認、) II層下面で、黒褐色土の隅丸長方形の溶ち込みとして確認した。

複)なし

(形 態、)隅丸の台形状を呈する。長軸方向は、 N-55
0 

- Eである。南東壁中央外側部分に確

認面から 8cmほどの深さの落ち込み部分を検出した。

(規 模)関口部は、長軸2.81mで、南東壁3.35m、南西壁3.32m、北西壁3.57m、北東壁1.63m

を測る。底面部境溝及び外辺柱穴内は、南東側2.60n1、南西側2.741TI、北西側3.02m、北東

{N1J1.54m、推定床面積は6.20ばである。
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S K34 S K36 

A← O 一一日 A-O 
B 

S K34 
1 絹色jニ(lOYR4/4) 径約 2~ 7uuuの炭化粒 5%含む、径 4mmの焼

j二校10%含む地山塊玖lに混入(40%)、硬くしまりあり、 Wi性なし

8 mmf豆2 7 mm 2 ?6合む、 Ei
58mmの地11.1境 Iつ台む、{I'E

¥ tf ~ アスファ lト¥¥ 

A-\~ )/-B 
、人 // 
¥刊...... /" /' 
¥ミ--三_-- S KF23 

A一一一 H =31.30m --B 

S KF23 
1 黒伺色jニ(10YR3/1) 淡化物 1%混入、しまりやや弱

2 黒詫j色士(7.5YR3/2) 地山塊15%・土器混入、しまりやや強
3 nJJ褐色土(7.5YR6/5) しまりやや強、Il!yj移問
4 極11音褐色土(7.5YR2/3) しまりやや強

5 明褐色土(7.5YR4/6) しまりやや強、粘りあり
6 Iこぶしミ裁褐色二仁(lOYI~4/3) しまり強

7 褐色二i二(7.5YR4/4) しまり強、粘りあり

地IlJ土~明褐色二|二(7.5YR5/8) しまり強

一一一日

S K51 

A-O B 

H=29.60m 1 2 A一一一 一一-B

4 
3 

S K51 
1 11配給4色 iニ(lOYR3/3) しまりあり

2 11的主j色土(lOYR3/4) しまりあり、南側..1ヒ似IJは褐色強いが、

まん'1'は黒I床やや強い
3 黒褐色土(lOYR2/3) しまり

4 にぶい政褐色上(lOYR5/九1) J也JlJ上を斑点状に含む、しまり
やや弱、粘土質

地11J土~褐色jニ(7.5YR4/6) 

一一向日

S KF48 
1 黒褐色ニ仁(lOYR2/2) 炭化物 1%・地IlJ佐子 1%混入、 しまり

やや強

2 黒褐色土(10YR2/3) 炭化物 1%・池山粒子 1%混入、炭がブ
ロック状に存在、しまりやや強

3 褐色土(10YR4/4) 炭化物 1%混入、しまり中

4 にぶい主主褐色土(lOYR4/3) 炭化物 1%混入、しまりやや強
5 黒褐色土(10YR2/3) 炭化物 1%混入、しまりやや強、

恐縮色土(10YR2/2)が筒状に存在する、

にぶい策褐色ゴ二(10YR4/3)がブロック状に存在する

。 2m 

第14圏 SK34 . 36 . 51、 SK F23 . 

-36 



h一一 一一-B

S N05 
1 赤色こi二(lOR4/6) しまり強
2 明赤褐色土(5YR5/6) しまり強
3 明治ミ伺色土(5YR5/8) しまり強

⑮

「
J08 

A一一一 H=31.70m一一一B

S N08 
1 明赤褐色jこ(2.5YR5/8) 

S N06 

A-G-B 
~戸一

S N06 
1 赤褐色土(2.5YR4/6) しまりあり

信基
S N09 

一一-B A一一

S N07 

A- B 

A一一 H=31.70m一一一B

S N07 
1 赤褐色こi二(2.5YR4/6) 11音赤褐色(2.5YR3/6)・明赤縞色

(2.5Y R8/5)・穏色(5YR6/8)の石混入

2 赤褐色土(2.5YR8/5) しまり弱

S NI0 

一一B A- 一-B

S N09 
1 赤褐色二上:(2.5YR4/8) しまりあり
2 精褐色土(7.5YR3/4) しまりあり

A一一 H=31.60m-B 

SNIO 
1 赤色土(lOR4/6) 赤褐色土(2.5YR4/8、

2.5Y R4/6、2.5YR5/8)の石混入

。 2m 

第15図 S N05 . 06 . 07聡 08. 09闘 10焼土遺構
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第4章調査の記録

一一-B

S N53 

A一一一 H=32.90m-B 

SNll 
1 黒褐色土(7.5YR3/2) 炭が15%にじんでいる、ごく薄い炭総

あり、しまり弱
2 Jl音赤褐色土(5YR3/2) 炭が30%にじんでいる、 j二部に簿い炭

1mあり
3 褐色土(10YR4/4) 土と同化しつつ、土器が貼りつく。土器

の輪車Jiに沿って、その内側にも炭が貼りついている。炭25%
混入、しまりやや強

4 Jl音褐色土(7.5YR3/4) 炭が30%混入、しまりやや強
5 明赤字l¥l色土(5YR5/S) 焼土
6 I情褐色土(7.5YR3/3) しまりやや弱

S N53 
1 極H音褐色土(7.5YR3/2) 炭化物15%にじむ、中粒の小石が3

%が混入、ややしまりあり
2 Jlir赤褐色j二(5YR3/2) ややしまりあり

G事
S N28 

A一一 一-B

S N28 
1 明褐色土(5YR5/S) しまりやゃあり、粘性なし、弾力あり、

焼ニ!このかたまり
2 にぶい]!-t褐色ニ!こ(lOYR5/4) しまりやゃあり、粘性微弱、弾力

あり、 1閣の影響を受けている、少し赤i沫を帯びている

S N53 ;f'~ 
メケ人t1DS Nll 

A一一助 胤.¥IL一一B
百 T¥ 0 'C;;/ ロベ'"

，ez宅ヲY

A一一一 日=32.90m一一旬B
RP 

)戸一-
2 

焼土

炭化物

品川
V

⑮
一

S R49 

A _- H =28.40m一一一B

1恵¥
S R49 
1 黒褐色ニ!ニ(lOYR3/1) 炭化物 5%混入、しまり弱
2 階褐色土(10YR3/4) しまり弱

。 1m 

2m 

S N28 

第16図 S Nl1 . 53 . 28焼土遺構、 SR49土器埋設遺構
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第4章調査の記録

S 118 
9 

8 く二コ
S 1 18 

しJ

(可

S 118 S 118 

ζ二二〉 〈ご〉

S 118 

ζ二二三

- ~ A 13  

15 盆-~ ゆ-~ ~16 
S 118 

14 S 118 
S 118 〈ご〉

S 118 〈ご〉 く こ〉

<:::;> 

番号 遺構番号 器語 大きさ (cm)
!重量(g)石質 錆考長軌 幅 厚さ

8 S 118 磨製石斧 9.6 4.65 2.0 127.9 報色議灰岩 RQ368 
9 S 1 18 議製石持(操切) 6.8 4.0 1.3 63.3 ;疑灰岩 RQ442 
10 S 118 石 匙 7.0 3.8 0.85 20.5 頁岩 RQ352 
11 S 118 スクレイパー 5.45 1.75 0.55 5.5 頁岩 RQ369 
12 S 1 18 スクレイパー 4.9 1.8 0.65 6.2 貰岩 RQ340 
13 S 118 石 鯨 3.0 1.4 0.45 1.5 頁岩 RQ341 
14 S 118 石 鍛 2.0 1.65 0.5 1.3 貰岩 RQ378 
15 S 1 18 石 鯨 1.85 1.1 0.2 0.4 黒曜石 RQ51 
16 S 118 石 鯨 2.85 1.3 0.3 1.0 頁岩 RQ111 

第四国 縄文時代遺構内出土遺物(2)
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S 121 

///コ

23 
SKF23 

〈ご〉

いパハハハハ

υzいR
 

に一一一一一〉

てこコ

24 

S 121 

番号 遺構番号 器 種
大きさ (cm) 重量(g)石 質 {蕗考長戦 幅 厚さ

20 S 121 スクレイパ… 5.95 4.85 1.0 21.7 頁岩 RQ18 

21 S 122 石 匙 7.3 3.5 0.8 22.4 頁岩 RQ7 

22 S 122 スクレイパー 4.5 2.4 0.5 4.5 買 岩 RQ27 

23 SKF23 石 鯨 1.6 1.5 0.3 0.4 頁 岩 RQ43 

24 SKF23 石 鍛 2.3 1.25 0.35 0.7 
頁頁 岩岩

RQ31 

25 SKF23 スクレイパー 4.9 3.35 0.9 13.8 RQ13 

※24は基部両面にアスフアルト付着。

SKF23 
くこ>-

第四国 縄文時代遺構内出土遺物(3)
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第4章 調 査 の 記 録

ME31・m I~f 
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第20図 縄文時代遺構外出土遺物(1) 
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41 
LA34 LH32 L B34 

〈ご〉
くこ〉 c> 

45 
事細部 46

LD35 
MB37 

くこ〉
〈ご〉

MG35 

く〉

A 

MH35 

49 <::> 
L F38 

L E38 ζ二〉

くこ〉

t-~ 
LH21 

〈こ〉

52 

L J 30 51 L F16 L G38 
〈二〉 〈二三』

くこ〉

-~- ~ 
v 5cm 

L J 33 MC31 
ζご〉 〈二〉

警リツド 層住 器種
大きさ (cm) 重量(g)右質 犠考

長紬 稲 厚'd

A34 石 鍛 4.15 1.65 0.45 3.3 頁岩

42 LH32 石 鍛 3.6 1.55 0.5 2.5 頁岩

43 LB34 石 鯨 3.9 1.5 0.5 2.6 頁岩

44 MG35 誼 石 鯨 4.0 1.35 0.6 2.2 貰岩

45 LD35 表 土 石 鍛 2.95 1.55 0.4 1.6 頁岩

46 MB37 石 鍛 2.75 1.6 0.4 1.2 頁岩

47 MH35 E 石 鉱 2.55 1.55 0.5 1.5 頁岩

48 LE38 石 鯨 3.15 1.75 0.45 1.4 頁岩

49 L F38 石 鍛 2.8 1.3 0.35 1.3 頁岩

50 LH21 直 石 鉱 2.85 1.55 0.5 1.5 貰岩

51 L J 30 石 鯨 2.9 1.25 0.45 1.3 貰岩

52 L F16 E 石 鍛 2.45 1.0 0.3 0.5 頁岩

53 LG38 E 石 鯨 2.2 1.35 0.3 0.7 玉髄

54 L J 33 E 石 鯨 2.5 1.3 0.5 1.7 頁岩

55 MC31 石 鯨 2.65 1.05 0.35 0.9 黒曜石

第21函 縄文時代遺構外出土遺物(2)
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第4章調査の記録

57 

MG30 

くここと斗

MG33 

/(ぞ〉

~R. 

L G16 MB31 

くここ〉 r--一一¥

60 
MC36 

L ] 35 

/一一----下¥

。 5cm 

番号 グリッド 層位 器種
大きさ (cm) (重義(g)石質 備考長軸 申直 摩さ

56 MG33 石 匙 9.0 4.25 1.55 48.8 頁岩
57 MG30 石 匙 7.55 2.9 0.75 13.3 頁岩
58 L G16 E 石 匙 5.5 2.2 0.7 6.7 真岩
59 MB31 石 匙 6.6 3.0 0.6 10.8 貰岩
60 MC36 石 匙 5.2 5.65 1.3 25.6 頁岩
61 L J 35 E 石 匙 4.7 5.9 0.8 21.3 貰岩

第22国 縄文時代遺構外出土遺物(3)
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62 

LH40 ME32 

くご二> 〈さ〉

MB31 

てここ二三三h

IvIG34 
ζ二〉

67 

ME34 

不明
66 

t〆~

/~ 

MB28 

ζご一一一一一~MA32 

くここ〉

番号 グリッド 題位 器種
大きさ (cm) |護霊(g)お質 備考

長車由 幅 厚さ

ト??L I-I40 車 スクレイパー 5.65 4.65 1.05 26.4 頁岩

ME32 スクレイパー 5.55 4.35 1.0 22.1 頁岩

64 MG34 スクレイパー 3.7 3.05 0.45 6.5 貰岩

65 MB31 スクレイパー 3.6 2.4 0.75 7.2 頁岩

66 ME34 スクレイパー 6.25 4.2 1.3 31.7 頁岩

67 不明 表 採 スクレイパ… 5.2 3.9 0.95 17.0 頁岩

68 MA32 亜 スクレイパー 5.9 2.9 1.2 14.9 真岩

69 MB28 スクレイパー 5.0 4.95 0.75 18.4 15 英

第23間 縄文時代遺構外出土遺物(4)

-45-



第4章調査の記録

ζ二三三、

く二〉

くこ〉

70 乙ごごヱミ〉

L G20 

ME28 

MG34 

MF32 

番号 グリッド 層位 器種
大きさ (cm)

重量(g)石質 備考|長車由 幅 隠さ

70 MF32 スクレイパー 6.0 7剛75 1.3 43.6 頁岩

71 MG34 スクレイパ… 4.2 2.65 0.5 5.0 頁岩

72 MG35 スクレイパー 4.55 4.25 1.3 21.3 頁岩

73 LG20 E スクレイパー 4.45 3.3 1.1 13.0 頁岩

74 LD18 スクレイパー 3.85 5.15 1.25 24.5 頁岩

75 ME28 スクレイパー 7.35 3.3 0.8 15.4 頁岩

72 

MG35 

〈こ〉

LD18 

くごとb

第24国 縄文時代遺構外出土遺物(5)
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〈こ〉

く〉
MC36 

くご込

MD29 

L C36 

MH35 

ME31 

番号 グワッド 層位 器種
大きさ (cm) 重量(g)石質 {藷考

長軸 幅 厚さ

76 MG31 スクレイパー 8.3 2.25 1.1 21.9 頁岩

77 MG32 スクレイパ… 5.65 3.0 0.8 10.1 頁岩

78 MH35 m 石 槍 6.9 2.2 1.15 14.0 貰岩

79 MC36 石 槍 14.7 2.85 1.2 44.7 頁岩

80 MD29 m 石 槍 5.3 2.5 1.5 15.3 五英

81 MG35 芯 箆 8.9 3.15 1.85 45.6 貰岩

82 LC36 直 石 箆 6.7 3.8 1.55 35.9 貰岩

83 ME31 異形石器 4.55 2.5 0.6 3.7 頁岩

MG31 

品
川
川

くフ

ζ〉

77 
MG32 

とこ〉

80 

MG35 

く)>

82 
〈こごと〉

o 5cm 

第25関 縄文時代遺構外出土遺物(6)
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第 4章調査の記録

11¥1 

MG31 

「 Cコ
MB36 

85 

87 
L F36 。

86 

MA26 

C三 。

番号 グリッド 窟{立 器種
大きさ (cm)

|重量(g)石号室 {館者主主戦 穏 厚さ

84 MG31 謄製石斧 7.3 6.1 2.75 188.5 関緑岩

85 MB36 謄製石斧 9鴫5 4.2 2.3 143.7 蝶質砂岩

86 MA26 車 磨製石斧 7.8 5.0 2.7 164.7 石英安山岩

87 L F36 磨製石持(操切) 4.8 1.7 1.0 15.2 頁岩

第26間 縄文時代遺構外出土遺物(7)
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L B36 
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LA32 L B37 

) 104 
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( / 11 

111 
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110 
LH30 

L 1-120 II鴎

三一一二三
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U
t

L E27 

_..............，一一7:i;(!'"
で=:.t，舗です士主ごご門戸

LH30 

いハハけ
N
U、 L J 28 

L F32 

91 
MC32 L G30 

，_¥ 

¥ ') 93 、
ι ¥，95 

MC29 

MA31 

、99

MC29 

7υuml MB29 ME24亜局

7.5cm 

第27間 縄文時代晩期末~弥生時代遺構外出土遺物
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第4章調査の記録

埋 5層に分けられたが、いずれにも炭化物または焼土 に含み、黒色の埋土であった。

床面には、広範囲に 1'"'-'2 cmの厚さで炭化物が堆積し、上位の層にも炭化物が団塊状に

混入していた。焼土は主に床面近くに堆積していたが、壁沿いに盛り上がるような状態

で検出された。これらのことから、焼失家屋であると判断され、上位の層に混じる炭化

物は壁周辺の炭化物が中央部の回みに流入、堆積したものと推定する。

)急角度に立ち上がる。控高は4方向いずれも0.35'"'-'0.42mの範聞に収まる。

溝)北西側・南西側及び北東側@南東側の一部に壁溝を検出した。幅11'"'-'30c盟、深さ 5cm程

度である。南東隅では検出できなかったが、極く浅いため、出入り口などの施設があっ

たかは不明である。

(床 面)ほぼ平坦である。

〈カマド)床面@壁面に多量の焼土が貼り付いていたが、炉またはカマドと判断できる部分は検出

できなかったの

(柱 穴)中央に 1基、壁溝内に小柱穴 5基を検出した。中央の 1基は、経20cm、床面からの深さ

17cmで、主柱穴と忠われる。壁溝内から検出した柱穴は、径 7'"'-'20cm、深さ 7'"'-'14cmで、

ある。

(遺 物) (第49図)埋土より土師器餐腕部破片が出土した。他に埋土上位より石嫉 (144、145)、

磨製石斧 (146)が出土した。

(構築時期)確認面の眉位と出土した土器片から、古代と思われる。

くその他)周聞の竪穴住居跡及び竪穴状遺構と長軸方向は同じであるが、平面形が異なる。南東壁

中央外側部分に付属施設と思われる、確認面から深さ 8cmの落ち込み部を検出した。こ

れは出入り口と推定する。

S 104 竪穴住居跡(第29図)

(位 置) L F 17 • 18、LG17.18・19、LH18グリッドに位霞する。

(確 認)立層下面で、黒色土の方形の落ち込みとして確認した。

(重 複)なし。

(形 態)方形を呈する。長軸方向は、 N-52
0 

- Eである。

(規 模)関口部は、長職(北東一南西)4.74m x短軸(北西一南東)4.63m、南東壁4.36m、

西壁4.58m、北西壁4.40m、北東壁4.15mを測る。推定床面積は18.48ばである。壁高は、

南西壁0.04'"'-'0.18m、南東壁0.03'"'-'0.16mである。

(埋 土)10層に分けられたが、極薄い埋土で 5'"'-'19cmの厚さであった。全体にわたって焼土@炭

化物が混入していたが、特に中央部に多かった。焼土 e 炭化物の著しい堆積状況から焼

失家屋と判断され、中央付近に崩れ落ちながら燃えたものと推定される。

)外傾しながら立ちあがる。

(壁 溝)北西側及び北東側に壁溝を検出したが、幅20'"'-'38cm、深さは 5cm程度である。南西側及

び南東側では検/]jできなかったが、極浅いためか、その有無は不明である。

(床 面)多少の凹凸はあったが、ほぼ平坦である。

ハU
F
h
u
 



第 2節検出遺構と遺物

(カマド〉南東壁の南側、南東隅に近いところからカマドの痕跡を検出した。袖部を構成していた

と思われる掲色土の塊を 2カ所で検出し、袖部分の残痕と判断した。その中央部には浅

い掘り込みがあり、土部器の護が倒立で掠えられていた。この饗は原位置でないが、支

脚の機能を有したものと考えられる。

(柱 穴)床面から14基の柱穴を検出した。主柱穴は、 P3・5・11・13と思われる。

物〉須恵器坪 l点(第45図113)、須恵器台付杯 1点(第45図116)、土師器杯 2点(第49図

114・115)、土部器饗 5点(第149図118・119、第46図120'"'-'122)、紡錘車 1点(第49

図147)、須恵器水瓶 1点(第45図117)が出土した。須恵器坪は墨書土器で、読みは「宍

人(ししひと)Jである。

(構築時期〉確認面の層位と出土した土器から、古代と思われる。

(その他)同時期と思われる他の竪穴住居跡に比較すると、カマドの位置がやや異なることがわか

る。いずれも東側にあることに変わりはないが、他は北東側に位置し、本住居跡は南東

側に位置している。

S 1 12 竪穴住居跡(第32図)

(位 置) ME28・29、MF28・29グリッドに位置する。

(確 認〉遺構確認のため豆層を掘り下げ中、 ME29、MF29グリッドの高い斜面上の窪みに、不

整方形の黒色土を確認、した。

(重 複) S K33と重複し、本遺構と同時期と考えられる。

(形 態〉隅丸方形を呈する。

(規 模〉床面は南北4.70m、東西4.40m、深さ0.40mを測る。北西部の掘りこみを含めると北側

0.40m、西側0.60mほど広がり、掘りこみの深さはO.10mを誤rJる。

(埋 土) 7層に分けられた。自然堆積である。

壁 )壁面は底面からほぼ垂直に立ち上がる。南@東側の立ち上がりは不明であるが、ピット

の位置関係から援を推定した。

(床 面)平坦である。

(カマド)北東摘にある。東壁の外側に掘り込みをもつが、袖口は壁より内側である。煙道は不明。

また、燃焼部を切る形でSK33があり、そこは炭を含んだ黒色土溜りとなっていた。焼

石は支脚の可能性が考えられる。

(遺 物)66点出土した。斜面からの流れ込みによるものが殆どである。そのうちカマドの燃焼部

に伏せられた状態で出土した土師器嚢(第46図122)の底部は平底で、木葉底である。

(構築時期〉カマドや遺物から見て、古代と思われる。

(その他)北。西壁ーとの掘り込みには、屋根の覆いのような支柱と思われる小ピットを検出した。

S 120 竪穴住居跡(第33図)

(位 置) L 1 26 . 27、LJ 26 . 27グリッドに位置する。

(確 認〉当初、 E層下面で柄鏡形に広がる焼土を検出し、焼土遺構としたが、黒褐色土の隅丸長

一 日-
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方形の落ち込みに接することを確認し、この焼土が竪穴住居跡に伴うカマド跡と判断し

た。

複) S D55溝跡の東側を壊して構築されている。また、重複はないが、周囲に SD31溝跡が

巡るような形で存在する。

(形 態)隅丸長方形を呈する。長軸方向は、 N-580 

Eである。南東壁東寄りにカマドの付設

されている竪穴住居跡である。

(規 模)長軸(北西一南東)4.30mX短軸(北東一南西)3.85mで、南東壁3.91m、南西壁4.16m、北

西控3.62m、北東壁4.24mを測る。壁溝部を除く底部部は、長軸(北西一高東)4.10mX

短軸(北東一南西)3.50mで、推定床面積は14.35ばである。 は、南東壁0.03'""-'0.24r在、

南西壁0.03'""-'0.07m、北西壁0.07'""-'0.22m、北東壁0.24'""-'0.22mで、ある。南西側に向かつ

て傾斜するため、北東壁付近の遺存状態は良いが、南西側は大部分の壁の本来の高さ

が失われているものと思われる。

(埋 土) 5層に分けた。;埋土も大部分が流失しているものと思われるが、床面付近には炭化物、

または焼土を多量に含む場所があり、その出土状況から焼失家屋と判断した。焼土は主

に床面中央付近に堆積していたが、壁溝付近でもやや多く検出された。南東部の焼失部

分に比較すると、炭化物@焼土の量が少ない。埋土とともに遺構外の南西斜面に流出し

たものと推定する。

壁 )南西側は遺存状態が悪く、緩やかに立ち上がる極低い壁を検出したが、掘り過ぎの部分

もあるものと思われる。北東側は壁溝を伴い、急角度に立ち上がる。

〈壁 溝)北東側及び北西側の一部に壁溝を検出したが、幅26cm以下、床面からの深さは 9cm以下

である。その他の部分では検出できなかったが、流失のためか、出入り口などの施設が

あったためかは不明である。

(床 面)ほぼ平坦であるが、所々に巴凸があった。草木の根による撹乱の為と考えられる。

(カマド)上部は流失したものと思われるが、袖部@煙道部ともに確認できた。焚口部は、中央部

に向かつて傾斜し、中央部には浅い掘り込みがあった。土製支脚と判断できる遺物は確

認できなかった。煙道部に近い位置から出土した倒立の土師器警と須恵器苅くがこの機能

を有した可能性も考えられるが、これら倒立で出土した土器とその他カマドにかけられ

たと思われる砲弾形の土師器護の出土状況からは断定し難い。袖部は、池山の褐色土で

構築していたが、締まりの良い部分が残り、そうでない部分は失われていた。煙道部は、

1. 12m~こわたる痕跡を検出した。本遺跡でカマドの煙道部まで検出できたのは本住居跡

だけである。

(柱 穴)床面から13墓、壁溝内に小柱穴 3基を検出した。本住居跡の周聞からも柱穴が検出され

ていることから、すべてが本住居跡に伴うかどうかは不明であが、 P3.4.8.9が

主柱穴と思われる。床面から検出した柱穴は、径18cm'""-'40cm、深さ 9cm'""-'36cmで、あり、

壁溝内から検出した柱穴は、径16'""-'24cm、深さ12'""-'37cmであった。

(遺 物)カマド内部から砲弾形の土師器護 1点(第46図125)、須恵器杯 2点(第46図123. 124) 

が出土した。住居埋土から土師器繋が4点(第46図)出土している。
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第 2節検出遺構と遺物

した土器から、在代と思われる。

の{出〉同時期と考えられる竪穴住居跡及び竪穴状遺構と向きは同じであるが、長職方向@短紺!

方向が逆になる。 SD31溝跡は、本住居跡と同一面での確認であり、同時存在の可能性

いと判断した。すなわち、 SD31溝跡は本住居跡の南東側を除く周囲に巡り、

る施設と忠われる。

S 125 

(位

(確

MC29グIJッド

H間中

複〉なし。

(形 態〉方形を呈する。長軸方向はN-42
0 

- Eである。

(規 模)長軸(北東一南西)2.88mX短軸(北西一南東)2.13m、深さ0.28mo

る。

円形の広がりとして確認した。

に分けられた。

少し開きぎみに立ち上がる。

(床 面)ほぼ平坦である。南西から東側にかけて、溝が巡っていた。

溝の幅は0.10'"'-'0.30mで、深さは床面から0.10mである。

(カマド〉確認持は ru 字形の暗褐色土の落ち込みとして検出した。カマドは底面から壁にかけ

て赤く焼けていた。

(柱 穴)検出できなかった。

(遺 物)縄文土器と土師器が46点、石器が2点出土した。縄文土器片は埋土の上層部 (1. 2 

で出土し、ほとんど小破片である。カマドからはほぼ完形の土師器の杯 (RP 113) が

出土した。カマドの第 6，習を中心にして多くの遺物が出土した。

土師器杯(第47図130)、土師器嚢(第47図131)、弥生土器(第47図132. 133)を図示した。

(改 築)溝が南東側で 2つに分かれること、焼土が 2ヵ所にあること、大きさの違う壁が 2辺確

認できたことと平面図@断面図から、次のように推定する。

まず、大きい方形プランの援とカマドをもっ遺構が構築される。

次に、焼土A.Bと rLJ字形に巡る溝が問時に存在した。

次に、小さい方形プランの壁と ruJ字形の溝が同時に存在した。

よって、最低でも 2回の改築があった可能性が有る。しかし、柱穴が確認されていな

いなど、改築については推定の域を出ていない。

また、一応住居跡としたものの、普通の住居跡と形態が異なるため、別の機能をもっ

ていたのかも知れない。

(構築時期)確認剖の層位と出土遺物から、古代と推定する。

S 144 竪穴住居跡(第36図)

(位 置) MD40. 41、ME40.41 .42、MF40 .41 .42グリッドに位置する。

(確 認〉立層掘り下げ中、方形で長径約4.50m、短径約4.00mの黒色土の広がりとして確認した。
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(形

なし。

方形

北西

3 

る。 はN-22 -Wである。

さ0.80m

!日 ある。

る。

面〉

〈カマド)

と 7 
包〕。 ある。

りとしているが、径0.701TI る あり、これを

と判断し

はP1 . 2 . 4 . 5 . 6 33と推定されるが判然としない。

物〉外側の壁溝から土師器が 6片出土し

2重となっていることから 1田の

と出土遺物から吉代と

これは全体に巡ると忠われるが、他では検出出来なかっ

をした時のものと思われる。また、浅いが壁溝に伴う

の可能性がある。

る。しかし、 の である。

(2 

SK13 土坑(第37図)

(位 置)LD30 . 31、LE30. 31グリッドに位置する。

(確 認〉立層中で、暗褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複)なし。長軸方向はN- -Wである。

〈形 態)不整楕円形を呈する。

(規 模)関口部長軸(北西-南東)4.77mX短軸(北東一南西)3. 721TI、

底面長報13.18mX短割J2.84m、深さ0.671TI。

(j重 土) 2層に分けられた。土粒が水平方向に流れていたことから、自然堆積と判断した。

〈 壁 )南西側はやや外傾しながら、他は大きく外傾しながら立ち上がる。一部凹凸がある。

(底 面)大小の凹凸があり、特に北東側の凹みは16cm落ち込む。

物〉出土しなかった。

確認面の層位から、古代と思われる。

(その他) あり、壁 e 底面ともに凹凸が激しいことから、 用れ
ソ と思われる。

S 17 土坑(第381玄[)

(位 置) L D33、LE33グリッド

(確 認)遺構検出のため宜

なし。

(形 態)円形を皇する。

(規

る。

中、円形 の広がりとして確認した。

関口部長軸(南-北)0.68mX短軸(東一回)0.67m、

54-
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54mX短宇宙O.54m、深さ

(埋 土) 2属に分けられた。土粒が水平方向に流れていたことから、自

〈 壁 〉側面は外側に少し開き気味に開きながら立ち上がる。

面〉ほぼ平坦である。

物〉出土しなかった。

日層で検出されたので、出土遺物はないが、古代のものと

と判i新し

S K19 

〈位

(確

MB30グリッドに位置する。

H居中で黒褐色土の円形の広がりとして確認した。そ

が混入し、南側で、は多量の焼土粒を確認した。

複)なし。

(形 態、〉円形を

(規 模)関口部長軸(南一北)0.44m X短軸(東一回)O.43m、

には、炭化物場

底面長軸(東一西)O.32mX短軸(南-北)O.30m、深さO.20m。

(埋 土) 1層である。炭化物@焼土@地山土粒が多量に混入しているが、平面的な広がりはなく

斑状であることから、人為的に埋められたものと考えられる。

〉壁はほぼ垂直に立ち上がる。

(底 面)底面は平坦である。

物)土師器餐(第48図134)が出土した。

(構築時期)確認面の層位、出土遺物から古代と推定する。

S K24 土坑(第38図)

(位 置) MB28グリッドに位置する。

(確 認)III居中で、地山土魂の混入した暗褐色土の円形の広がりとして確認した。

なし。

(形 態)円形を呈する。

(規 模 ) 関 口 部 長 軸 ( 南 北 )O.87m X短軸(東西)O.83m、

底面長軸O.67mX短軸O.67m、深さO.28m。

(i壁 土) 2層に分けられた。第 1J習に地山土魂が混入していて、全体的に締まりがあることから

人為的に埋め戻されたものと考えられる。

)援は少し開きぎみに立ち上がる。

(成 面)底面は平坦である。

物〉遺物は土師器の破片山点、

いる。土師器片の混入し

(第48図)を図示した。

(構築時期)古代と忠われる。

3点である。そのほとんどが第 1層の東側から出土して

を埋め戻したと考えられる。土師器斐(第48図)、弥生土

「ひ「ひ
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S K33 土坑(第38図)

<1立 置) S 1 12内のME29グリッドに位寵する。

(確 認) S 1 12床面を精査中、北東~同に、円形の木炭塊を伴う黒色土の広がりとして確認した。

複) S 1 12と本遺構は同時期と考えられる。

(形 態)円形を呈する。

〈規 模〉関口部長軸(東一回)0.88mX短軸(南-北)0.85m、

底面長軸0.78mX短軸0.75m、深さ0.26rri。

(埋 土) 5 J諸に分けられた。土は木炭塊@炭を多く含んでおり、 5層はそれが顕著である。

土溜りとなっていた。第 3腐は SK内流入後、既に堆積しでいた土の影響を受けて、

色が強くなったものと忠われる。

〉少し聞き気味に立ち上がる。

(底 面)平担である。

物〉出土しなかった。

(構築時期)古代と思われる。

(その他) S 1 12のカマドの燃焼部を、平面的には、切る形で存在している。それに接する東側口

縁部~側面~底面にかけては炭化物@焼土(10YR4/8赤)が硬化し、貼りついている。

その状況と埋土から、本遺構はカマドの灰掻き出し穴(捨て穴)と考えられる。

SK35 土坑(第39図)

〈位 置) MC30グリッドとMC31グリッドに位置する。

(確 認) II層中で黒色土の円形の広がりとして確認した。

(重 複)なし。

(形 態、)隅丸長方形を呈する。長軸方向はN-4r Eである。

(規 模)長軸(北東一南西)286cmX短軸(北西一南東) 194cm、深さ44cm。

(埋 土) 2層に分けられた。

〈 壁 )壁はほぼ垂直に立ち上がる。

(底 面)底面は平坦である。第 2層の下は地山土混じりの褐色土であったため、貼り床の可能性

がある。

物〉縄文土器片と土師器片10点、石器 l点が出土した。そのほとんどが第 1層から出土して

いて、流れ込んだものと考えられる。石器のスクレイパー(第49図151) を図示した。

(構築時期)確認面の層から古代と推定する。

(その他)具体的な性格は不明である。

SK37 土坑(第39図)

(位 置) LA32グリッドに位置する。

(確 認)暗褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複)なし。

-56-
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(形 態〉円形を呈する。長鞍方向はN-I
O

Eである。

(規 模〉関口部長軸(東一四)0.93mX短軸(南一北)0.92m、深さ0.62m。

〈埋 土) 4賭に分けられた。自然堆積と判断した。

( 壁 〉底面周辺はやや外傾気味に立ち上がるが、底面より0.20mほどのところから上部はやや

内傾し、関口部はほぼ垂直に立ち上がる。

(底 面)平坦である。

(遺 物〉出土しなかった。

(構築時期)土層ベルトの観察から、掘り込みが立膳からであることを確認し、古代と判断した。

SK38 土坑(第38図)

(位 置) L E19グリッドに位置する。

(確 認)耳層下面で、黒褐色土の円形フランとして確認した。

複〉なし。

(規 模〉長職(南一北)0.72mX短軸(東一西)0.71m、深さ0.20m。

(平面形〉円形である。

(断面形〉外傾しながら立ちょがる。

(埋 土) 2層に分けられた。 1層は人為堆積、 2層は自然堆積と思われる。

(底 面〉中央部が窪むがほぼ平坦である。

(遺 物〉なし。

(時 期〉確認面の層位と、周辺の遺構の検出状況から古代と思われる。

SK39 土坑(第40図)

(位 霞) L F29、LF30のグリッドに位置する。

(確 認)遺構検出のため H層を精査中、円形で黒色土の広がりとして検出した。

(重 複)なし。

(形 態)ほぼ円形を呈する。

(規 模)関口部長軸(南-北)2.62mX短軸(東一西)2.62m、

底面部 長軸(東一西)2.04mX短軸(南一北) 1.83m、深さ0.66m。

(埋 土) 5層に分けられた。自然堆積である。

( 壁 )外側に少し開いて立ち上がる。北東、南西側に比べ、北西、南東側の開き具合は大きい。

(底 面)平沼ではなく、 6箇所の窪みがある。

物)長径26crnの炭化材が埋土から出土した。

(構築時期)確認揺の層位から、古代と思われる。

(その他)壁面、底面とも凹凸があることから、土の採取を目的とした土坑と忠われる
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SK40 

〈確

L 129グリッドと LJ 29グリッドに位置する。

耳層の中で、土器の破片がまとまってあらわれ、 円JIラのカすりとし し

と重複する。確認状況から本遺構が新しい。

(形 態〉ほぼ円形を呈する。

(規 模〉関口部長軸(東西)0.64mX短軸(淳IT-北)0.62m、

底面長軸0.49111X短軸0.49m、深さ0.08m。

(埋 土) 2層に分けられた。

( 壁 〉援は少し開きぎみに立ち上がる。

(底 面〉底面はほぼ平坦で堅くしまっている。

物〉遺物は、土師器の破片山点が北側からまとまって出土した。

(構築時期〉確認の層位と出土遺物から、古代と推定する。

(その他〉遺物とそれに伴う を取り除くと、その下が底面であった。そのため、 り北

側の斜面を遺物が土とともに流れて、窪んでいたこの地に溜まったか、あるいはH

闘を確認聞とする土坑であった可能性もある。

S K41 土坑(第40図)

(位 置) L G29グリッドに位置する。

(確 認) II麗中で、褐色土の落ち込みとして確認した。

複)なし。

(形 態)平面形は円形を長し、断面形は袋状を呈する。

(規 模)関口部長職(東一四)0.77mX短軸(南-北)0.76m、

底面長軸0.62111X短軸0.62m、深さ0.16m。

1唐である。上面には炭化物が厚く堆積し、

と東側に分かれてJそれぞれ楕円形状と円形状

る焼土を検出した。

埋 には焼土が広がっていた。炭層は西側

し、その醸下よりドーナツ状に付

)壁はやや外傾気味に立ち上がる。壁面下部から底面にかけて赤変が認められた。

(底 面)底面は平坦である。

物)埋土から土師器の破片 1点が出土した。

(構築時期)確認聞の層位から古代と推定する。

(その他)内部で火を焚いていることから、土器焼成遺構の可能性も考えられる。

SK43 土坑(第41図)

(位 霞) LH29グリッド

(確 認、)豆層下面で、

複)なし。

(規 模)西端はトレンチに切られているが、関口部長軸(東一部)2.82mX娃軸(南北)0.74m、

る。

円形プランとして王室認、した。

。。
「J
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形

形
面「河

川
刊
刊

r

底面長軸0.74mX短軸0.50m、深さ0.201TIと推定される。

円形である。長軸方向はN 90
0 

- Eである。

@北側はやや外傾しながら立ち上がる。西側は大きく外傾しながら

は3段の段差をもつが、いずれも緩やかに立ち上がる。東側、

ち込みが伴い、一旦下り傾斜となった後再び外傾しながら立ち上がる。

けられたが、いずれにも地山土@炭化物が混入する。人為堆積と

りと東側中央部の 2カ

る。

呂に しミ

る。

物〉

期〉

し

と、 し り と る。

)外に開いて立ち上がる。

面〉ほぼ平埠である。底面の2/3弱

物)出土しなかった。

検出位置から古代と考えられる。

(その他)遺構の性格は土器などの焼成遺構の可能性も考えられる。

(形

(規

(埋

(底

図)

LA42グリッドに位置する。

直属上部で検出したがこの位置ではブラシ

複)なし。

態)円形を呈する。長軸方向はN-2
0

… Wである。

関口部径1.06m、底部 東西軸0.88mX南北軸0.711TI、深さ0.22m。

土) 2 J語に分けられた。焼土と炭化物は断面図に表現出来る程の厚さをもっていない。

きたのは地 ある。

SK47 

く広がってい
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確
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LC16.17、LD 16 17グリッドに位置する。

立層 i二!::lで、黒褐色土の方形の溶ち込みとして確認した。

なし。

(形 態〉方形を呈する。長軸方向はN-41 0 Eである。

(規 模)関口部長軸(北東一南西)2.89n1X短軸(北西 2.56m、深さ0.24m。推定床面

積6.99ばである。

(i壁 土) 9層に分けられた。炭化物は南西側底面に堆積していた。焼土は極くわず、か底面に広が

っていた。第 2. 3には地山塊が混じっているが、堆積状況はレンズ状であり、自然堆

と思われる。

)北側と南西側では急に立ち上がるが、北西側と南東側ではやや外傾しながら丘ち上がる。

は0.16"'--'0.24cmである。

(底 面)平坦である。
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〈カマド) もごくわずかであり、炉またはカマドと判断できる部分は検出でき

った。

なし。

物〉土師器護(第48図143)が出土し

(構築時期〉確認聞の層位から古代と忠われる。

S K 103 竪穴状遺構(第42図)

(位 置) LD 16 . 17、LE16.17グリッドに位置する。

(確 認)立属中で、黒褐色土の方形の落ち込みとして確認した。

(重 複〉なし。

(形 態)方形を呈する。長軸方向はN-49 0 - Eである。

(規 模)関口部長軸(北東一南西) 1.96mX短軸(北西一南東) 1. 76m、深さ0.50m。推定床

面積2.98mである。

(:埋 土) 6 層に分けられた。その50% を炭化物が占める第5層は、床面上に広がり、厚さは10~

15cmに及ぶ。第1層は焼土であるが、 1度土が堆積した後、上で火を焚いたものである。

( 壁 )ほぼ垂直に立ち上がる。北西側はやや外傾しながら立ち上がる。援高は50""55cmである。

(底 面)平坦である。

(カマド)カマドと判断できる部分は検出されなかったが、床面に焼土を検出し、地床炉と判断した。

(柱 穴)なし。

〈遺 物〉須態器杯片10点が出土した。須恵器部(第48図142) が出土した。

(構築時期)確認酉の層位や遺構配置状況から古代と忠われる。

(その他)炭化物が床一面に広がり、その厚さが10""15cmもあることから、本遺構は焼失したもの

と考えられる。

(4)焼土遺構

SN42 焼土遺構(第39図)

〈位 霞) LH38のグリッドに位置する。

(確 認)遺構検出のため E精査中、円形で径50cmほどの焼土の広がりとして確認した。

(重 複)なし。

(形 態〉ほほ円形を呈する。長軸方向はN-90
0 

- Eである。

(規 模)長軸(東一西)0.51mX短軸(南一北)0.34m、深さ0.10m。

(遺 物)出土しなかった。

(時 期)確認面の層位から、古代と考えられる。
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(5 )土器埋設遺構

S R29 土器埋設遺構(第39図)

(位 置) LH34グリッドに位置する。長軸方向はN-53
0 

- Eである。

(確 認) S N28の周辺を精査中、立層でプランを検出した。

複)なし。

(規 模〉上端部長軸(南西一北東)0.31m x短軸(北西一南東)0.30m、成部径0.09m、深さ

0.17m。

(土 器)埋設土器は土師器護である。

(埋 土) 3層に分層した。第 3層は埋設した土器を安定させるための土である。

(遺 物〉第48図141は埋設されていた土締器護である。土器内部から遺物は検出されなかった。

(時 期)基本層位互層で検出し、埋設されていたのが土師器だ、ったことから古代と思われる。

(その他〉掘り込み面や土器の外側が焼けていることもなかったので炉とは考えられない。

(6 )掘立柱建物跡

S B30 掘立柱建物跡(第43図)

(位 置) L 1 30 . 31、LJ 30 . 31グリッドに位置する。

(確 認〉当初、立層下酉で、北壁に伴う壁溝を溝跡として検出したが、柱穴の配列から掘立柱建

物跡と判断した。

(重 複)なし。

(桁行方位) N -890 

- E 

(規 模)東西一南北棟 3間X2間の総柱の掘立柱建物跡である。全体の規模は6.8mX4.5m。

桁行は北側6.59m(西から2.46+2.12十2.01m)、中央6.58m(西から2.60+1.92十2.06m)、

南側6.26m(西から2.25十1.99+ 2.02m)、梁行は、西側3.93m(北から1.97 + 1. 96m)、

西側2列目4.26m(北から2.20+ 2.06m)、西側から 3列自4.22m(北から2.44十1.78m)、

東側3.92m(北から1.96十1.96m)。

(埋 土)壁溝は 3層、柱穴は 3層に分けられたが、いずれにも地山土@炭化物が混入する。人為

堆積と忠われる。

(遺 物)土師器護服部破片、弥生土器破片、縄文土器破片が出土。

(時 期)確認屈の層位と、出土した土器片から古代と思われる。

(7 )溝跡

S D31 溝跡(第44図)

(位 置) L H25 • 26 • 27、L127・28、LJ 28、MA27・28グリッドに位置する。

(確 認) II層下面で、筋状に伸びる暗褐色土の落ち込みとして確認した。

(重 複) S D14溝跡と重複する。本溝跡が新しい。

(形 態〉ほぼ弧状で、東から西に伸びる。

( {1頃 斜)北東側から西と東にそれぞれ傾斜する。
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(規 模〉総延長18.56m、上端部幅0.20m'"'-'0. 34m、下端部蛸0.08m'"'-'0.22cm、深さ0.20m'"'-'O.44m。

〈埋 土) 4層に分けられた。自然堆積と忠われる。

(遺 物〉出土しなかった。

(構築時期〉確認面の層位から古代と思われる。

(その的)確認状況から S120竪穴住居跡と同時存在と思われる。内部に水の流れた痕跡もなく柱

穴痕もないが、形態や占地状況から排水施設の可能性が考えられる。

S D55 溝跡(第44図)

〈位 置) L G25、LH25・26、L125、LJ 25グリッドに位置する。

(確 認) II層下国で、筋状に伸びる暗褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重 複) S D31溝跡と重複する。本溝跡が古い。

(形 態)北側で屈曲し南東と南西に伸びる。南東側は沢に向かつて伸びるが、漸次消滅する。南

西端は屈曲していたが、斜面のためその先は確認できなかった。

(傾 斜)北側から南東と南西にそれぞれ傾斜する。

〈規 模)全長13.12m、上端部i協0.24m'"'-'0.34m、下端部i嬬0.12m'"'-'0.02cm、深さ0.16m。

(埋 土) 1層である。自然堆積と思われる。

(遺 物)出土しなかった。

(構築時期)確認面の層位から古代と患われる。

(その他)内部に水の流れた痕跡もなく柱穴痕もないが、形態から排水施設や区爾施設の可能性が

考えられる。

SD56 溝跡(第44図)

〈位 置) L J 27、MA27グリッドに位置する。

(確 認) II層下面で、筋状に伸びる黒色土の落ち込みとして確認した。

(重 複) S I 20竪穴住居跡、 SD31溝跡と重複する。これらの遺構に壊されている。

〈形 態)全容は不明であるが、確認できた部分はほぼ直線状で、南東から北西に伸びる。

(傾 斜)階東から北西に傾斜する。

〈規 模)全長3.44m、上端部幅0.18m'"'-'0.30m、下端部I幅0.06m'"'-'0.16cm、深さ0.12m。

(埋 土) 1層である。自然堆積と思われる。

〈遺 物)出土しなかった。

〈構築時期)確認面の層位から、古代と思われる。

(その他)南東側はSI 20竪穴住居跡に壊されているが、 SD14溝跡の南西端が屈曲していること

からこれに続いていた可能性もある。内部に水の流れた痕跡もなく柱穴痕もないが、形

態から排水施設や区画施設の可能性が考えられる。
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第 3節遺構外出土遺物

遺構外からは縄文時代の土器・石器、縄文時代晩期末~弥生時代にかけての土器、古代の須恵器、

中世の陶磁器が出土している。

( 1 )縄文時代(第20~"-'第26悶)

土器(第20図)はほとんどが小破片で、全体の文様構成の不明なものが多い。器種は深鉢形土器が

多いが浅鉢形土器もあり、口縁部が外反するもの、内傾するもの、直立気味に立ち上がるものがある。

時期は中期中葉~後葉と推定される。

26'""-'33はいづれも縄文地で、 26は口縁部の 1条の平行沈線下に 2状の連弧様の文様を施文する深鉢

形で、中期中葉の大木8b式期の土器であろう。 27は口頚部に横位の細かい粘土紐を貼付し、その上下

に押庄縄文を施文する浅鉢形土器であるの 28"'--'31は細い降沈線で斜件に反画文を施文する士器であるの

28は口縁部に刺突文、 29は刻白文を施文している。 32は胴部の細い降線問に経沈線による渦巻状文を

施文する土器である。 33は口縁部がやや肥厚し、日縁部のやや下に 1条の細い粘土紐を横位に鮎付し、

粘土紐の上下に平行する沈線で調整し隆沈線様にしたものである。 26'""-'33の時期は中期中葉に推定さ

れる。

34'""-'36は縦位の沈線で楕円形文を施文する土器である。 34は縄文地で 2本の沈線聞を磨り消している。

35 • 36は楕円形文に刺突を施文する土器である。 34'""-'36の時期は中期後葉の大木 9式期に比定される。

37"'--'40は粗製の深鉢形土器で、いつれも縄文地である。 37・38は口唇部がやや肥厚し、 38は、剥落し

ているが、口唇部に細い粘土紐を山形状に貼付した痕跡が残る。 40は小形で、服部下半のみの残存で

ある。底部から緩やかに外反しながら立ち上がる器形で、外商は加熱による風化が激しい。内面は胴

下半部のほぼ全体に煤状炭化物が付着する。

石器は石鍛(第21図41"'--'55)、石匙(第22図56'""-'61)、スクレイパー(第23'""-'25図62'""-'78)、石槍(第

25図79• 80)、石箆(第25国81. 82)、異形石器(第25図83)、磨製石斧(第26図84'""-'87)が出土して

いる。

(2 )縄文時代末~弥生時代の土器(第27閤)

土器は26点図示 (88'""-'112) した。 88"'--'108はいつれも小破片であるが、器形は深鉢形土器や壷形土

器である。 88. 89 • 91 . 92 . 101'""-' 103 . 106'""-' 108は縄文地で、口縁部から胴部間に横位に平行する沈

線を数条施文し、胎土はやや細砂粒を含み、色調は赤渇色~暗褐色である。 93は沈線聞に変形工字文

を施文する土器である。 96"'--'99は数条の平行沈線下に東日突文を施文する土器である。 100• 102 • 103 

は口縁部もしくは口頚部に刷毛自を施文する土器である。 109は高台で横位に沈線が巡る。 110. 111 

は蓋である。 110は内外面に制毛自が見られる。 111は外面に横位に 2条の沈線、その下に細かい単節

斜縄文と縦位の居IJ毛自が見られる。 112は深鉢形土器の底部で、細かい単節斜縄文の後に横位に刷毛

昌を施文している。
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( 3)世代の土器(第50悶)

いづれも須恵器で、 154'""'-'158は杯である。 158以外は内外面ともロク口調整で、外底面は回転ヘラ

切りである。 158は底面のみの残存で、底面は回転ヘラ切りである。時期は器形・成形や調整技法か

ら8世紀末葉'""'-'9世紀初めの所産であろう。 152・153・159は台付杯で、内外部ともロク口調整で、

外底面は回転ヘラ切りである。 j不に比較し底部からの立ち上がりがやや急で直線的である。 160は餐で、

胴下半部のみの残存である。外面に叩き目、内面にロク口調整痕が残る。

(4)中世の遺物(第50~望)

舶載陶磁器の破片が 1点出土(162) した。中国・竜泉窯系の鏑蓮弁文碗で、 13"'14世紀の所産と

思われる。
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S 101 
1 黒褐色土(5YR2/1)炭化物多量に混入、しまりやや強 4 黒色土(7.5YR2!l) しまりあり、地山との境界付近から厚さ 1~ 2cm程は
2 黒褐色土(5YR2/2)炭化物多量・地LLI塊(7.5YR 7/8)混入、しまりあり 炭化物の地積
3 褐色土(7.5YR4/4)炭化物少最混入、しまりあり 5 にぶい赤褐色土(2.5YR4/4) 炭化物少量混入、しまりやや強、焼土

延室

l!i!i!i!i!i!i!i!i!i!i!i!j 
焼土

炭化材

。 2m 

※番号は分析試料番号と一致する。

第28図 S 101竪穴住居跡
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S 104 
1 赤褐色土(2.5YR4/8) しまりやや弱い
2 黒色土(7.5YR2/1) 炭化物混入、しまりあり
3 黒褐色土(7.5YR3/1) 炭化物少量混入、しまりあり
4 灰褐色土(7.5YR4/2) 炭化物少量混入、しまりやや強
5 ]竜燈色jこ(7.5YR 7/8) しまり強
6 燈色土(2.5YR6/8) 2~5 皿田程度の小石混入、しまりあり、焼土

li!i!i!i!i!i}!i!i!i!/ 

7 赤色土(10R5/8) しまり強、焼土
8 赤褐色土(lOR4/4) 6のこ仁が 5~10rnrnの塊状に混入、しまり

やや強、焼二仁
9 11音赤色土(7.5R3/6) 2 ~ 5附程度の小石混入、しまりあり、

焼丈
10 黒褐色土(7.5R2/2)

。 2m 

第29函 S 104竪穴{主態跡
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A一一 H=28.00m“一一B

S 104カマド

S 104炭化材・焼土検出状況

口
i
l
i
ロH
O
O
-

∞N
H
Z

1m 

炭化材

※番号は分析試料番号と一致する。

。 4m 

第30閤 S 104竪穴住居跡カマド、炭化材出土状況
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第 4章調査の記録

記主

C -

。宮
。
P 13 

。。
Pll 

P 12 

C D 
H=28.30m ，_ 

〈

¥ ，，~こミここを一一一一一一 / 一一
γ ヒノ はノ

S 112 
1 黒色土(7.5YR2/1) しまり弱
2 黒褐色ニ仁(lOYR2/2) しまりやや強
3 にぶい黄褐色ニt(10YR5/4) しまり強
4 褐色j二(10YR4/4) しまりやや強
5 褐色土(10YR4/6) しまり強

6 黒色土(lOYR1.7/1) 炭化物 3%混入、しまりやや弱
7 Jl奇褐色土(lOYR3/3) 地l幻土が全体的に極少鼠含む、しまりやや弱

i!!JL11こ上煎褐色ニ!こ(lOYR5/6) しまりやゃあり
黒色土(10YR2/1) しまり弱、炭化物30%混入
黒色土(10YR1.7 /3) しまり弱、炭化物70%混入

炭化材

。 2m 

第31~ 8112鐙穴住居跡
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一一-F
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E一一一

4 4 

S 112カマド
1 暗赤褐色土(5YIミ3/4) 炭化物少量混入、しまりやや弱
2 U寄赤褐色土(5YR3/3) 炭化物少量・燐土塊混入、しまりやや

88 
3 赤色土(10R5/8) しまりやや強
4 赤褐色土(2.5YR4/8) 炭化物少量混入、しまり強、炭化物 1%、

焼土塊 7%混入

。 1m 

第32図 S 1 12カマド
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4~ 調査の記録

Z 凸E 

第早

¥山./ r.6 

強¥¥ ¥出¥苦L
---一一J

~οP4 
。P1 。
側 PP3 。

Ir~ 川 -R()PS 

S 120 駁H

ゅ02LL』 0P11 @ 
。凶

生:」
処ヅu 

A一一一

4 

S 120 
1 楓i清褐色土(7.5YR2/3) しまりあり
2 明黄褐色土(10YR6/8) しまりあり
3 ~黒色土(7 目 5YR2/1) しまりあり
4 I情褐色土(7.5YR3/4) 炭化物・焼土(燈色土5YR6/8しまりあ

り)混入、しまりあり
5 黒褐色土(7.5YR2/2) 炭化物少量混入、しまりあり

S 1 20カマド

m
/
l
 

O
3
十

J

M
8
3
V
B

一

2

9
駅
一

竹
川
鳳
噛
~

。 2m 

第33図 S 120竪穴住賠跡包カマド内遺物分布図
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S 120カマド上面確認状況

E F 

10 
F 

7 

S 120カマド上回確認状況
1 I清赤色ニi二(7.5YR3/6) 炭化物混入、しまりあり
2 赤色土(7.5YR4/6) 炭化物混入、しまりあり
3 赤色土(7.5YR4/S) 炭化物少援混入、しまりあり

S 120カマド
S 120カマド
1 I倍赤褐色土(5YR3/3) 炭化物少量混入、しまりあり
2 賞後色土(10YR7/S) 炭化物少量混入、しまりあり
3 磁碕赤褐色土(2.5YR2/2) 炭化物少;長混入、しまりあり
4 赤色土(10R5/S) しまりあり、焼jこ

5 赤黒色土(10R1.7/1) しまりあり、炭化物の推綴
6 赤黒色土(lOR2/1) しまりあり、焼土
7 赤色土(7.5R4/8) しまりやや強、焼土
8 暗赤色土(7.5R3/6) 炭化物混入、しまりあり、焼土
9 赤色土(lOR5/8) しまりあり、焼土
10 黒褐(5YR3/1) しまりやや強、炭 1%混

S 120カマド土器出土状況

J 

J 

。 1m 
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第4章調査の記録

凸 日

ZN E FロI-4 l 

同[ 

川席、
A-r I 

I111γ-B ~~\\~:~ 
焼土B

盤什

一弘二三
J 2 / l ーιBL 

' 一ー帽嗣嗣個師.f:/三一
U 焼土リ

S 125 
1 黒色土(10YR2/1) しまりやや弱
2 暗褐色ゴニ(10YR3/3) 炭化物微量混入、しまりやや強
3 褐色ニiニ(10YR4/6) しまりやや強
4 褐色土(10YR4/4) 炭化物微量混入、しまりやや強
5 褐色土(lOYR4/4) 燐土少量混入、しまりやや弱
6 砂j褐色土(10YR3/4) 炭化物少最・燐ニi二多量混入、しまりやや弱
7 にぶい策褐色j二(10YR5/4) しまり強
8 階褐色土(lOYR3/3) しまりやや強
9 褐色土(10YR4/4) しまりやや強
10 策褐ElJニ(10YR5/6) しまり強
11 黄褐色こと(10YR5/6) しまり強
12 にぶい策褐色土(lOYR4/3) しまりやや強
焼土~明赤褐色土(5YR5/8)

モを

A一一 一一-B |!i!i!i!i!i!i!i!i!i!i!i!l 

S 125カマド

A- H=27.20m一一-B 炭化物

S 125 ? 
カマド 。 2m 

1m 

第35鴎 S 125竪穴住居跡鴎カマド
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G事 ¥ロ ~@ 

~ð 

~Q) さ。 日

。旬 o-
(
旬
N
m

N 
σコ

?0 

。。
~Ö 

~Q 
~O 

(J) ¥ ¥ 、、 可。可。
ト"吋

jミ

bコ 仏 G . コ3 

出

。
E呂田l3 l 

-------- ~ー』ー-..... \~_/ 

トむ

己乙λ心コ

I~ 
亡トぬ~ いり

A 
ト4

'-0 

¥ロ 日=27.30m~

S 1必
1 黒色ゴニ(lOYR1.7/1) 炭化粒筏憾小.rJ'f土粒 1%混入、やわら

かい、弾力あり、あlj性極弱、サラサラ
2 泉i-&j色土(lOYR2/2) 炭化粒・焼土粒径極小 1%混入、しまり

強で一部弱の部分あり、粘性極弱、硬い
3 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 地山土斑に5096混入、 1屑由来二仁

はやわらかく、 21臼由来土は硬い、粘性微弱

木の根による 3

撹乱

。 2m 
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第4章調査の記録

Q
1
1
1
 

Q~ 

¥ 
/ 

/ / / 

A司一一 にJ
I-I=29.30m一一一 B

S K13 
1 暗褐色こと(10YR3/3) 炭化粒 2%・池山粒 2%混入、しまり弱、

粘性j遜弱
2 黒褐色土(10YR2/2) 炭化粒 3%・地山粒 196混入、しまり弱、

粘性極弱

B 

戸
MOm-
。m
H
E

にJ

pil3 1渚褐色土(lOYR3/4) 炭 1%・地Ul粒.}也札I塊 796混入、 し

まり弱、粘性弱
pil5 黒褐色土(lOYR2/3) 炭 1%・地I-U粒・地I-U塊 3%混入、し

まり弱、粘性~~

S K13のpil
pit1 泉街色土(10YR2/3) 炭 1%・i也UJ粒・地I1J塊 396混入、し

まり弱、粘宇1:翁

。

第37凶 S K13土坑
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伝記

A一一

S K17 
1 

A一 一

S K17 

一一-B

日=32.50m-B

SK24 

しまりごく弱、粘性ごく弱
2%が上層に侵入

一一-B

A-Lこゴー

SK24 
1 ff音褐色土(lOYR3/3) 炭化物少量・地山塊多量・燦少量混入、

しまりやや強
2 にぶい黄褐色土(10YR5/4) しまりやや強

地山土~黄燈色(10YR 7/8) 

S K38 

一一-B

予三ニゴ

S K38 
1 黒褐色土(7.5YR3/2) 地山掠(7.5YR6/8)多量混入、しまりやや

強
2 明褐色土(7目5YR5/6) 炭化物少々・ 1の土混入、しまりやや強

記事 S K19 

A-。一一-B

¥ょJ

S K19 
1 黄街色土(10YR5/8) 炭化物・焼土やや多量混入、しまりやや

i'j!] 

焼こ!二~明褐色J:(5YR5/6) 

A一一 H=28.10m一一一 B

SIく33
1 黒褐色土(lOYR2/2) しまりやや強
2 褐色土(10YR4/4) しまりやや強
3 .~li\色土 (10YR2/1) しまり弱、 ~i~í力あり

lの土が流れ込み、 SK33東から階侭IJの炭が混ざり、果、色が
強くなっている

4 11音褐色土(10YR3/3) 木炭片10%混入、地UJ土が目立側lこ7%
にじむ、しまりやゃあり

5 黒色土(lOYR1.7/1) 木炭塊混入(30%)、しまり弱
地111ニi二~茶褐色土(10YR5/6) しまりやゃあり

6 黒色土(7.5YR 1.7 /1) しまりやや弱、炭化物50%、焼土粒 5%
7 赤色二仁(10Y5/S) しまりやや強、炭化物粒 1%

。 2m 

第38図 SK17園 19. 24 . 33旬 38土坑
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調査の記録

Q
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第4章

A 

臼
H=28.20m 

Tコ
上JA一一

A一一一 H=27.20m B 

ーく宗一

S K35 
1 黒色土(10YR2/1) しまりやや弱
2 褐色j二(10YR4/4) 炭化物微塁混入、

しまりやや弱

Z 

A一一時

争今

一一-B

S R32 

A-一一一 B

事
A一一

H=30.20m一一-BA一一一

Hロ 29.30m-B

ーで豆友ア

A一一

H=32.50m一一一日

スミ玄?
A一一一

SFく37
1 倍褐色土(10YR3/3) 炭化i'iL径約 3mmが 1%混入、柔らか

くしまりなし、 171性微弱、やや砂質
2 褐色:上(10YR4/4) 炭化粒径約 2m田 196混入、硬くしまり

あり、ねi性微弱、やや砂質
3 11者褐色土(lOYR3/3) 炭化粒径約 3m聞が296滋入、柔らか

くしまりなし、粘性微弱、やや砂質

4 ~褐色jニ(10YR5/6) しまりあり、弾力あり、粘性微弱、
やや砂質

S R29 
1 11計局色土(10YR3/3) しまり極弱、粘性やや強
2 褐色二i二(lOYR4/6) しまりやや強、粘性やや強
3 褐色土(10YR4/4) しまり強、粘性やや強

S R32 
1 11奇褐色土(lOYR3/3) 炭化物 1~6 ・ i白山粒 1%混入、しまりやや弱、粘性弱
2 11奇褐色土(lOYR3/3) 炭化物 1%混入、しまり短弱

1m O 

S R29・32

2m O 

S K35・37、 SN42

SIミ29.32土器埋設遺構SN42焼土遺構、

ハ
hu

門

i

S K35 .37土坑、第39図



凸

@ ~つ\

A一一 / ιー i¥→ / / 

A一一一

4 

SIく39
1 黒色土(10YR 1.7 /1) 炭化物径小 2%・焼土塊 1%混入、しま

り弱、粘性微弱
2 黒掲色土(lOYR3/2) 炭化物 1%混入、しまり弱、粘性やや強
3 褐色土(10YR4/6) 褐色の粘土質の土と黒褐色土(lQYR3/3)の

やわらかい土が50%ずつ斑に混入、炭化物粒極小 1%混入、し
まり強

A一一

A一一一 H=27.50m一一一B

一----ぐ「二ごフ一一一

SK40 

Q 

事局日

甲円

~ 1¥¥ 
2記g 
ト。
ムも
十j

'" ¥ I -一時 B
わ れ I /吋 E十Q草そ

H=28.40m一一一 B
l::::::::::::::::| 

炭化材

4 fl音褐色土(10YR3/2) 炭化物粒極小 2%・地山土塊3つ混入、
しまり楓弱、やわらかい

5 縄色土(10YR4/4) 炭化物 1%含む、しまり強、弾力あり、粘
性やゃあり

争9
A -

A一一 H=28.10m --B 

アァ弐F
S K41 

1 泉街色土(lOYR2/3) 炭化物少量・楼少盈.2の土少量混入、
しまり強

1 褐色土(10YR4/4) 炭化物多量・地山ニiニ少量混入、しまり強
地山土~I拘黄褐色土(lOYR6/8) しまり強

2 褐色土(lOYR4/6) しまり強
S K41の焼こ仁

焼土~明赤褐色土(5YR5/8) 炭化物少量混入、しまりやや強

。 2m 

第40図 S K39 .40 . 41土坑
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第4章調査の記録

S K43 
1 黒褐色二U7.5YR3/2J 炭化物 2%.m土粒・峻 3%・地山塊

10%混入、しまり極弱、粘性弱

2 黒褐色:仁(lOYR3/2) 炭化物 1%・地111粒 3%混入、 しまり弱、

粘性~~
3 11音褐色土(lOYR3/3) i1Jt化物 1%・地山粒・塊 5%混入、しま

りやや弱、 *~î性弱

骨 SK45 @ S K47 

A- 一一一 B A一一 一一一 B

A一一一 H=ll.OOm -B  
A一 一 H=28.20m一一-B

~弓ズE

S K45 
1 黒色土(10YR1.7 /1) 炭化1立径極小 1%・焼土校筏#里小 1%混

入、しまり弱、粘性やゃあり、やわらかい

2 黒色土(lOYR 1.7 /1) 炭化粒・焼土粒径傾小 1%混入、地LIJ::f二
斑に50%混入、しまりあり、粘性やゃあり

S1く47
1 黒褐色ニ!こ(lOYR2/3) 炭化物 1%混入、しまり rt'
2 黒褐色土(lOYR2/2) 炭化物30%混入、しまり中
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S K 102 

A一一一 28.00m 撹乱
一一 B

4 

S K 102 
1 黒褐色土(5YR3/1) 炭化物少量混入
2 灰褐色土(5YR4/2) 地山塊混入
3 黒褐色土(5YR2/2) 地111塊混入
ぷi 褐色土(7.5YR4/3) 
5 黒色j二(5YR1.7 /1) 炭化物堆積

褐灰色土(7.5YR4/1)
褐色土(7.5YR4/4) 
赤褐色(2.5YR4/8) 焼二仁
E黒褐色土(7.5YR2/2) 

E ':'" ....:':.人心ソ:に.

S K 1 03 
1 1続赤色土(lOR3/4) しまりあり焼土
2 祭褐色土(7.5YR3/1) しまり強
3 褐色土(7.5YR4/3) 炭化物少最.J也山塊混入、しまり強

4 暗褐色土(7.5YR3/3) 炭化物混入、しまりあり
5 黒色土(N2) 炭化物約50%混入
6 n者赤色土(7.5YR3/6) しまりあり焼土

地111ニヒ~僚色土(7.5YR6/S) しまり強

S K 103 (床江ii)
7 灰赤色ゴニ(7.5YR4/2) 炭化物少量混入、しまりあり
8 時赤色土(7.5YR3/6) しまりあり
9 赤色土(10R5/8) 炭化物多量混入、しまりあり

ロ
2 

|!i!i!i!i!i!i!i!i!i!i!i!1 
焼土

。 2m 

第42国 S K 102調 03竪穴状遺構
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第4章調査の記録

⑧ 

kro 

〉

。 。

。 。
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|∞ 

S B30 
1 I清褐色土(lOYR3/3) 炭化物 1%・地LU粒 7%混入、 しまり弱、

粘伎やや弱

2 階褐色土(10YR3/3) 炭化物 1%・地UJj笠塊40%混入、しまり
やや弱、粘性中

。

E一一

E ____j-I口 28.00m- -

一一.，.---弓一一盟

国一寸 1JIV 
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日m
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一
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国一ご可元::__m

H=28.00m-D 

S B30 

。 2m 
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A-27.30m-B 

C一一

一て7
H=27.30m-D ~ D 

E一一27.30m-F  

一てマ-
G一一27.30m一一日

コ羽て7
1 -27.30m-] 

7/ιJ 

S D55 
1 黒色土(7.5YR2/1) しまりやや弱
2 明黄褐色土(lOYR6/8) しまりやや強

SD31 
3 11音褐色土(lOYR4/3) 炭化物 1%混入、しまり弱、粘性弱
4 褐色土(lOYR4/4) 炭化物 196混入、しまりやや弱、粘性ややtJ~J
5 暗褐色二i二(lOYR4/3) 炭化物 1% . 1のこと 5%混入、しまり弱、

京15性弱
6 黄褐色土(10YR5/8) しまりやや弱、粘性やや弱

S D56 
7 赤褐色土(5YR4/6) 階褐色土(7.5YR4/5)1 %混入、しまり強、

事5性極弱

。 4m 

第44図 S D31 . 55 . 56溝跡

ーI
よ

nδ 



第 4章 調 査 の 記 録

S I04 S I04 

'1 

S I04 

S 104 

S I04 

S I04 

S T 04 

。

番号 議別 器形 ヰ寺 {数 口(cmf釜) 恵(cm径) 器(cm高) 底指径数 指晶子数釜 タ度ト{頃

113 須恵器 土不 内外:口ク口調整、底・回転ヘラ明り 13.6 7.6 3.5 0.59 25.7 44
0 

114 建恵器 士不 内外:口ク口調整、底 回転ヘラ切り 12.7 7.6 2.95 0.6 23.2 39
0 

115 須恵器 士不 内外:口ク口調整、底・回転ヘラ切り 14.2 7.8 4.0 0.55 28.2 3r 
116 須恵器 台付坪 内外 ロク口調整、底:回転ヘラ切り 6.2 (4.7) 180 

117 須恵器 7.1<瓶 内外:ロク口諦整、底:品台付 5.1 24.4 

118 土師器 護 内外・口ク口調整、底 回転糸切り 15.2 6.5 14.9 

119 土姉器| 聾 内:口ク口調整、外:上口ク口調整、下叩き目、底部砲弾形? 20.8 (21.7) 104.3 

第45閤 富代遺構内出土遺物(1)
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S 104 

S 112カマド

」三宅
S 120カマド

ヰ二五
S 120カマド

S 104 

。
n
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し

に
.
U

門
/
'

番号 種 別 器形 特 {数 口(cm径) EEうぞT底指筏数 指1罰数径 タト度傾

120 土師器 聾 内外:Ilnき閤 (17.5) 

121 土師器 聾 内外・叩き目 (13.3) 

122 土締器 護 内外・ハケ岳、鹿部水菜痕 8.5 

123 須恵器 土不 内外 口ク口調整 13.9 7.8 3.7 0.56 26.6 31
0 

124 須恵器 士事 内外 口ク口調整 13.2 8.0 3.5 0.6 26.5 31
0 

125 土師器 聾 内:ハケ目、外.上口ク口調整、下ヘラケズリ 16.6 34.3 206.6 

第46図 書代遺構内出土遺物(2)
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第 4章 調 査 の 記 録

S 120 

128 129 
S 120 S 120 

二F
S 125 

S 125 

S 125 S 125 

o 7.5cm 

番号 種別 器形 特 {数 口(cm径) 底(cm径) 器(cm高) 底指数接 指員数守圭 タト度{頃

126 土師器 護 内外:口ク口調整、外.ヘラケズリ (17.5) 

127 土師器 聾 内外:ロク口調整、内.ヘラミガキ、外.ヘラケズリ (13.3) 

128 土締器 霊 内外:ロク口調整?、内:ヘラミガキ、外:ヘラケズリ、底:笹葉痕 8.5 

129 土師器 聾 内外:調整なし、鹿笹諜痕 13.9 7.8 3.7 0.56 26.6 31
0 

130 土師器 士不 内外:口ク口調整、底:回転ヘラ切り? 13.2 8.0 3.5 。書6 26.5 31
0 

131 土師器 護 外:ハケ自、底:笹葉痕 16.6 34.3 206.6 

第47図 富代遺構内出土造物(3)
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134 
S K19 I I 

ηNUli 
SK24 

ー、-、、、、

~ 

川

141 
S R29 

目司、勾ト ー『一-.一F 

U136 
ヲー.......，.司よd

S K24 
S K24 

II  

U139 
II 

S K43…1 

S K24 

S K 103 

S K 102 

。 7.5cm 

番号 種別 器形 特 {数 口(cm径) 底(cm径) 器(cm高) j指蜜;1.数~ 指高密数 タト度{頃

134 土師器 聾 内外.臼ク口調整、内・横ナデ、外:ハケ自 17.2 (7.8) 

140 土師器 護 内外.ハケ語、底:木莱痕 9.0 (4.55) 

141 土師器 警 内.ハケ話、外・ヘラケズリ 19.5 9.6 20.95 0.5 107.4 

142 須恵器 土不 内外・口ク口調整、底:回転ヘラ切り 14.4 7.8 4.3 0.54 29.9 30
0 

143 土師器 護 内外:Iコク口調整、外.ヘラケズリ、内不明 (18.0) 
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L 

i海斜面の沢、 31百

!認斜1mの沢、

MD14 
L 18 

LA34 

MD26 

161 
L G26 

LH24 

陶磁器
。 7.5cm 

E 議}.JIJ 器形 特 徴 日(cm窪) 底(cm控) 器(cm高) 底指数議 高指接数 タト震{項

須恵器 寄付土手 内 外 . 日 夕 調 整 (は.2) (8.7) 7.9 0.6 55.6 18
0 

153 須思器 台付土手 内外.口ク口調整、 j議 題転ヘラ切り 5.5 (4.7) I - 20
0 

154 須恵器 現: 内外コク口調整、 j哀:!惑報ヘラ明り (13.2) (7.6) 3.65 0.6 27.7 37.5" 

155 調葱器 土手 内外ロク(:J調整、 j哀: .2 7.も 2.5 な7 22.3 32.5
0 

156 須恵器! 土手 内外 タ品調整、 j哀:題転ヘラ切り 12圃5 6.9 3.8 0.5 30.4 33.5
0 

157 須憲器 土手 内外.日夕日言語整、底 昭事去ヘラ明り 9.0 41
0 

158 須葱器 土手 底-盟転ヘラ切り、 j藷銀打欠をき 9.0 (1.1 ) 

159 讃葱器 台付珂: 内外‘(:Jタ口調整、 j哀:顕転ヘラ明り 7.4 (5.8) 

160 須憲器 護 内コク口調整、外.叩き醤 (立1)

161 議悪器 盤 [ 内外 a ロク口調整、外ケズワ、患縁欠き
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一
A
 

t:---

I荷主'1関沢
1 黒色j二(2.5YR2/1) 2 ~20rnrn程度の小石混入、しまりやや強
2 褐灰色土(10YR4/1) 2 ~20rnrn程度の小石混入、しまりやや強、

砂質土
3 灰黄褐色j二(10YR5/2) しまりやや弱、粘性あり
4 褐灰色土(10YR5/1) 1の t少量混入、しまりやや強、砂質ー土

函

/も

88 

。 10m 



¥、¥パ

北東斜岡沢
l 黒褐色土(10YR2/3) 草木根が多数混入、しまり僅弱、 1'lli'r生や

や強
2 11音褐色土(10YR3/3) 地LLil泣5%混入、しまりやや強、粘性弱、

砂質強ざらざら
3 1I者褐色土(lOYR2/3) 地IlJ粒 2%混入、 しまりやや弱、粘性や

や弱
4 1I 

，役段I中|ド1 

5 1庶半島i色土(lOYR3/心 地111粒 7%混入、しまりやや強、粘性弱、
砂質強ざらざら

B 

→~ 

。 10m 

ハ同
doo 



調査の記録

大きさ{ 5主題の諜高
長軸大き短さ勃(聞 深さ I床面の標)高.マす〆 SKP [器、フ ン

長翰 短斡 深さ ツ

構円形 ヰ 丹形 1 1 

2 内形 i 52 丹形

持影 講丹彩

ヰ 1 橋問形 β5 護持形

5 1 円形 25.1 55 円影 22 む 27.む2

巨
円形 9.5 56 L討28 円形 2む 27.1 

三 7 丹形 23 57 円形 22 20 27.15 

1 丹影 22 8 27.72 円形 22 22 2.8 

9 17 円形 21 27.75 59 28 鳴門形 18 12 27.14 

:む 17 円影 1 0.2 27.85 60 28 丹影 20 1 27.02 

7 持彩 23 7.2 27.76 61 28 円形 28 28 27包む9

12 1 持影 27 24 9.7 27.79 62 28 円形 32 28 1 27.02 

1 18 持形 22 g掴2 27.7 63 28 円形 26 22 26.8 26.65 

円影 1 7.2 26.28 28 円形 23 20 1 26.86 

21 円彰 27.28 28 円影 17 2 12.5 26.76 

務持器 26 フ71 28 内悲 22.3 26幽72

17 20 丹影 1 7.3 27.21 67 J 28 円影 22 20 3 26.83 

18 持影 30 30 5.5 27.21 68 J 28 円形 24 20 0.5 26.83 

19 20 橋丹青2 3む 2む 16.2 27.27 69 28 丹形 24 22 5.6 26.73 

20 20 構内器 26 20 19.7 27.21 70 28 円形 26 26 21.1 26.52 

21 20 円形 24 23 17.9 27圃27 71 MA28 同影 24 23 14.6 26.42 

22 26 円形 22 22 22.5 26.78 72 MA29 円形 38 34 9.8 26.61 

23 126 円形 26 24 20 26.78 73 MA29 構舟形 38 24 10.7 26.67 

24 26 間百2 22 20 23.5 26.66 74 MA29 円形 24 24 8.4 26.82 

25 26 円形 24 20 8.1 26.79 75 L J 29 円形 22 22 11.4 26.82 

26 26 円形 24 22 6.7 26制75 76 L J 29 丹形 30 26 26.8 26鯛85

27 26 開形 26 26 5.3 26.76 77 29 円形 24 24 17 27.09 

28 26 構舟形 30 24 3.3 26.62 78 29 円形 18 2 19.5 27.03 

29 26 F9彰 24 24 3.9 26.51 79 29 円形 24 22 27 

30 27 円形 32 30 12.8 26.48 80 29 円影 34 32 5.1 27.02 

31 27 円形 3む 28 19.9 26.47 81 29 i形 36 22 27.27 

32 27 内詑 28 28 25.75 821 29 舟形 22 27.32 

33 27 持能 21 21 8.8 26.75 83 LH29，L 1 F9恕 27.31 

34 28 丹形 26 24 26.71 84 LH29，L 1 29 同影 48 27.28 

35 円形 28 28 28.1 26.67 85 内影 22 27.31 

36 27 内部 36 34 23.1 26.76 86 1-129 F9形 32 28 9 27.36 

37 27 円形 1 6 20.1 26.81 87 H29 構舟形ト引引 0.6
27.48 

27 問形 26.85 丹形

39 27 構内器 28 22 18.9 26.83 89 G30 靖丹形 48 36 27.04 

40 27 舟形 22 22 17.5 26.83 90 G30 円形 28 24 g銅器 27.69 

41 27 内形 24 2む 18.3 26.88 91 G30 構丹形 40 34 7.9 27.79 

42 27 開形 1 1 14.5 26.95 92 G31 構内形 26 20 9.8 28嗣34

43 27 丹形 1 12 26.88 93 円形 22 20 7.3 27.63 

44 27 円形 22 20 2.2 26.96 94 む 議円形 44 32 3 27.55 

[記 28 用器| 22 22 1 26.9 95 L註30 同影 1 5.5 

丹形 8.6 27.11 96 靖丹形 60 

丹形 22 20 13.9 27.11 97 問形 20 7.6 27.58 

48 1円形 26 22 3 27.2 98 

時t1 14 27.58 

49 円形 2む 告 27.36 99 22 .3 

50 L |椛 1.5 27.33 100 丹影 18 

3 ット
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?む5

28 29.73 

20 20 g固g 28.66 

6 6 28.44 

28 28.28 

24 

22 22 居57

26 26 

26 26 28.92 

8 16 26.3 

圃3 28固67

26 3.0 28.89 

58 38 7.3 

28 26 30.0 28.73 

26 26 30.8 27.74 

22 22 37.5 27.45 

48 48 2.8 28.03 

32 32 4.む 28.12 

28.36 

28罵04

3む 29.1 

32 

26 1 29.02 
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第 5章 自然科学的分析

第 1節 大平遺跡から出土した炭化材の樹種

パ1)ノ@サーヴェイ株式会社

はじめに

大平遺跡では、古代の竪穴住居跡が検出されている。このうち、 S1 01，04，12，20は、火災住居跡で

あり、床面からは住居構築材の一部と考えられる炭化材が出土している。住居構築材の用材選択につ

いては、縄文時代では多くの資料があり、クワが多いことが明らかになっている。しかし、古代につ

いては資料が少なく、現時点では詳細は不明である。

本報告では、各住居跡から出土した炭化材の樹種同定を行い、用材選択に関する資料を得る。

1. 試料

試料は、各住居跡から出土した炭化材46点(試料番号 1'"'-'46)である。このうち、試料番号 5と13

には、それぞれ遺物番号の異なる 2試料があったため、それぞれについて同定を行う。したがって、

合計点数は48点である。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表 1に記した。

2. 方法

木口(横断面) .柾目(放射断面) 。板自(接線断面)の 3断面の誤断固を作製し、実体顕微鏡お

よび走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3. 結果

樹種間定結果を表 1に示す。試料番号18，19，20，24には、それぞれ複数の種類が認められた。また、

試料番号43には炭化材の他に樹皮が認められた。これらの炭化材は、落葉広葉樹 7種類(コナラ属コ

ナラ亜属コナラ節@ク 1).ケヤキ@ヌルデ@トチノキ@ハリギ 1).エゴノキ痛)とイネ科タケ亜科に

同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

@コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen. Lepidobalαnus sect. Prinus) ブナ科

環孔材で、孔間部はほぼ 1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1 '"'-'20細胞高のものと複

合放射組織とがある。

@クリ (CαstαneαcrenαtαSieb.et Zucc.) ブナ科クリ

環孔材で孔間部は 1'"'-'4列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1 '"'-' 15細胞高。

@ケヤキ (Zelkovαselァαtα(Thunb.).l.u.u..I.，......I...v ニレ科ケヤキ属

環孔材で孔属部は 1'"'-'3列、孔圏外で急激~やや緩やかに管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接

線@斜方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内援にはらせん肥厚が
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第 1節 大平遺跡から出土した炭化材の樹撞

@ヌルデ (Rhusjαvα7UCα

認められる。放射組織は異性亜型、 1~6 細胞11扇、 1 ~30細胞高。しばしば結晶を含む。

ウルシ科ウルシ属

環孔材で、子し園部は 2~4 列、子L題外

でやや急激に管径を減じたのち漸減する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配

列、小道管内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は異性理~II 型、 1~3 

細砲幅、 1 ~20細胞高で、特に上下に連

結する。

@トチノキ CAesculusturbinαtαBlume) 

トチノキ科トチノキ属

散孔材で、道管は単独または 2~ 31闘

が複合して散在する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列、内陸にはらせ

ん肥厚が認められる。放射組織は向性、

単列、 1 ~15細胞高で階麿状に配列する。

@ハリギリ Ckalopαnαxpictus CThunb.) 

Nakai) ウコギ科ハリギ 1)属

環孔材で、孔間部は 1列、孔題外で急

激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合

し接線・斜方向の紋様をなす。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は向性、 1~5 細胞幅、 1 ~30 

縦胞高 0

・エゴノキ属 CStyrαx) エゴノキ科

散孔材で、道管は単独または 2~4個

が複合して散在し、年輪界付近で管径を

減ずる。道管は階段穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列する。放射組織は異性II型、

1~4 細胞幅、 1 "-30細胞高。

番号 遺構名 時期 検出番号 用途など j樹 種

1 I S 101 i5代 討0.1 住居構築材 クリ
2 I S 101 古代 NO.2 住居構築材 ク1)

3 I S 101 古代 NO.3 住居構築材 クリ
4 I S 101 古代 N0.4 住居構築材 クリ
5 I S 101 古代 NO.5 住居構築材 クリ

S 104 古代 NO.5 住居構築材 クリ
6 I S 101 古代 お0.8 住民構築材 クリ
7 I S 101 占代 持0.9 住居構築材 クリ
8 I S 1 01 古代 No.10 住居構築材 クリ
9 I S 1 01 古代 No.11 住居構築材 クリ
10 S 101 古代 No.12 住居構築材 クリ
11 S 101 古代 No.14 住居構築材 ク1)

12 S 101 古代 No.16 住居構築材 クリ
13 S 101 古代 NO.24 住居構築材 クリ

S 101 吉代 No.17 住屑構築材 クリ
14 S 101 古代 No.18 住居構築材 クリ
15 S 101 古代 No.19 住居構築材 クリ
16 S 101 古代 NO.20 住居構築材 クリ
17 S 101 古代 N0.21 住居構築材 クリ

04 古代 Kけ10.1 住居構築材
I ::J エゴノキ属
ユナフ属ユナフ亜属コナフ節

19 S 104 古代 No. 3 住居構築材
エクゴリノキ属

コナフ属コナフ亜崩コナフ節

20 S 104 古代 No.4 住居構築材
クリ
ケヤキ
エゴノキ属

21 S 104 古代 No. 2 住居構築材 クリ
22 S 104 官代 No. 6 住居構築材 イネ科タケ亜科
23 S 1 12 古代 No.1 住居構築材 クリ

24 S 1 12 古代 No. 2 住居構築材
クリ
トチノキ

25 S 1 12 古代 No.3 住居構築材 クリ
26 S 1 12 古代 No.4 住居構築材 クリ
27 S 1 12 古代 No. 5 住居構築材 クリ
28 S 1 12 古代 NO.6 住居構築材 クリ
29 S 1 12 出代 No. 7 住居構築材 ヌルデ
30 S 1 12 古代 No.8 住居構築材 クリ
31 S 120 古代 No. 1 住居構築材 クリ
32 S 120 古代 NO.2 住居構築材 クリ
33 S 120 古代 目。 3 住居構築材 クリ
34 S 120 古代 No.4 住居構築材 クリ
35 S 120 古代 No. 5 住居構築材 ハリギリ
36 S 120 古代 No. 6 住居構築材 クリ
37 S 120 古代 NO.7 住居構築材 クリ
38 S 120 古代 NO.8 住居構築材 クリ
39 S 120 古代 No. 9 住居構築材 クリ
40 S 120 iざ代 No.10 住居構築材 クリ
41 S 120 古代 No.11 住居構築材 クリ
42 S 120 古代 No.12 住居構築材 クリ

43 S 120 古代 No.13 住居構築材
クリ
樹皮

44 S 120 古代 No.14 住居構築材 クリ
45 S 120 古代 No.15 住居構築材 ク1)

46 S 120 古代 No.18 住居構築材 クリ

第 5表樹種間定結果

-イネ科タケ亜科 (Gramineaesubfam. Bambusoideae) 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、放射組織は認められない。タケ亜科は、

タケ・ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。

4.考察

各住居跡から出土した炭化材には、 8種類が認められ、クリが最も多い。各住居跡の出土状況
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第 5章 自然科学的分析

を見ると、 S 1 01では試料番号 1，2，5，6，7，8 ら住居!こ!こ!央に向かつて倒れたような状況で出

土している。また、試料番号 9.10.11.14.15.16.17は壁内に一部が残存した状態で出土している。試料

3，4，12は、壁に平行の状況で出土している。これらは、いずれも垂木に由来すると考えられる。

樹種は全てクリであった。

S 1 04では、住居の西隅の床面から試料番号18が出土しているが、 2点の炭化材が交差するように

出土している。樹種がクリとエゴノキ属であることから、垂木と横木など、異なる部材に由来すると

えられる。また、西隅の壁からは試料番号19と21が出土している。試料番号21は、出土状況から

木に由来すると考えられる。試料番号19は、異なる形状の 2点がある。樹種同定では3種類(コナラ節・

クリ@エゴノキ属)が認められていることから、実際には 3点以上の部材が重なっていると判断できる。

霊木などを含むと考えられるが、詳細は不明である。住居東隅付近からは、試料番号20と22が重なっ

て出土している。試料番号22はタケ亜科であることから、屋根を葺いていた一部が炭化@残存したも

のと考えられる。試料番号20には4種類(コナラ節 e ク').ケヤキ@工ゴノキ属)が認められておりち

複数の部材が重なっていると判断できる。

S 1 12では、住居の西辺と北辺の壁際、北西隅と南西隅からそれぞれ炭化材が出土している。出土

状況から、いずれも垂木に由来すると考えられる。このうち、試料番号24は2種類(クリ・トチノキ)

が認められたことから、少なくとも 2点の部材が混ざっていると考えられる。その槍シの試料は、 1 

点がヌルデで、的は全てクリであった。

S 120では、住居の床面と壁際から炭化材が出土している。壁際のものはいずれも垂木と考えられる。

床面上の炭化材は、試料番号33，34，35，38が壁から住居中央に向かつて倒れたような状況を示しており、

垂木に由来すると考えられる。しかし、他の試料についは、垂木以外の部材も含まれている可能性が

ある。 l点がハリギリで、他は全てクリであった。

各住居跡の種類構成を見ると、クリが多くを占める。秋田県内では、上野遺跡や池内遺跡で平安時

代の住居構築材と考えられる炭化材について樹種向定が行われている。その結果では、上野遺跡でイ

ヌエンジュ属とカツラ、池内遺跡でクリとスギが確認されている。また、払田柵跡では、門柱などの

部材にクリが認められており(パリノ・サーヴェイ株式会社， 1991，1993) 、クリが柱材など強度を

る部材に利用されていたことがうかがえる。しかし、いずれも調査点数が少ないため、住居構築

材全体の構成については不明である。一方、青森県では、永野遺跡、板留(2)遺跡等でクリ材が住居

構築材に多く利用され「ており(嶋倉， 1980a，l980b) 、今回の結果とも一致する。

各住居別に種類構成を見ると、 S1 01.12.20ではクリが多く認められることから、基本的にはクリ

を主とした用材選択が行われていた可能性が高い。一方、 S104では、クリが多い点は他の住居跡と

一致するが、クリ以外の種類も多く、他の住居跡と種類構成に若干の違いが認められる。遺跡内の住

居跡によって種類構成が異なる例はこれまでにも各地で報告されている。このうち、群馬県渋川市中

筋遺跡では、住居の構造や使用目的などによる用材選択の違いが指摘されている(橋本ほか， 1996)。

の住居跡を見ると、全て竪穴住居跡であり、規模はS101がやや小型で、あるが、他はほぼ同じ

である。したがって、住居跡の構造や規模による用材選択の違いは考えにくい。建物の用途によって

異なる用材選択が行われていた可能性があるが、詳細は不明である。また、炭化材は、燃焼とその後

の埋積過程を経て残存したものである。そのため、各住居跡における燃焼時の状況の違い等によって
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第 1節 大平遺跡から/:Ijニ!こした炭牝材の樹種

燃え残り方が異なることが推定される。このような違いも種類構成の違いに反映されている可能性が

ある。今後さらに多くの資料を蓄績すると同時に、それぞれの出土状況を含めた解析を行うことで用

材選択や種類構成の詳細を明らかにしたい。

引用文献

パリノ・サーヴェイ株式会社(1991)樹種鑑定.秋田県文化財調査報告書第216集・払回柵跡調査 事務所年報1990I払田fllfr

同; 第84~87次調査概要-J ， ]).64-65，秋田県埋版文化財振興会.

パリノ・サーウ、エイ株式会社(1993)花粉分析および樹種鑑定.秋田県文化財調査報告書第238集・払田柵跡調査 事務所年

報1992I払田相n跡 第四・93次調査概要一J， 1).85-89，秋田県明騒文化財振興会.

III島倉日三郎 (1980a)永野遺跡;出土の炭化材.青森県埋蔵文化財調査報告書第56集「永野遺跡 発掘調査報告書 昭和54年度J， 

[J.370-371，青森県教育委員会.

1I嶋倉巳三郎(1980b)板留(2)遺跡から出土した炭化材の樹種.青森県:@議文化財調査報告書第59集「板留(2)遺跡 発掘調査報

告書:J ， p.l 2，青森県教育委員会.
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第る章まとめ

は、平成元年度の範囲確認調査の結果11，500ばが遺跡範囲として確定されている。平成11

年度の大平遺跡発掘調査(以下、第 2次調査とする)は、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係った

6，900nlについて実施した。これは遺跡推定面積の60%にあたる。しかし、すでに平成 6年度に現イ

ンターチェンジのルーフ部分1，300ぱ(11%)が調査されている。この結果、完全に発掘調査の行われた

範囲は8，200nt遺跡推定面積の71%となったG

平成 6年度調査(以下、第 1次調査とする)では、縄文土器 5点@石器 6点も出土しているが、

に土師器@須恵器が出土している。遺構は、炭焼窯跡 2基、竪穴住居跡 1軒、土坑 3基が検出されて

いる。その構築年代は、遺物、形態、切り合い関係、磁気年代測定 e 放射性炭素年代測定などから、

炭焼窯跡 2基が 8世紀第 3四半期から第4四半期、竪穴住居跡及び土坑は 8世紀第 2四半期から第 3

間半期と考えられている。

は、縄文時代中期後半~末葉 縄文時代晩期末葉~弥生時代の土器、古代の土

師器@須恵器などが出土している。遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 6軒(その内、中期後半~末葉と

時期の明らかな竪穴住居跡 3軒)、土坑 3基、フラスコ:1犬@袋状土坑 2基、土器埋設遺構 1基、焼土

9基で計21遺構と柱穴様ピット 3基である。古代の遺構は竪穴住居跡 5軒、竪穴状遺構 2基、掘

立柱建物跡 1軒、土坑14基(この内、土器焼成遺構の可能性のあるもの 2基)、土器埋設遺構 1基、

焼土遺構 I基、溝跡 3条の計27遺構と柱穴様ピット 151基が検出された。他に縄文時代末~弥生時代

の土器埋設遺構 1基、竪穴住居跡 1軒が検出された。

竪穴住居跡の分布をみると、縄文時代と古代のそれは標高27mライン付近を境にして、縄文時代の

ものはそのラインより上に、古代のものはそのラインの下に分布している。

以下においては今回検出された縄文時代や吉代の竪穴住居跡、特徴ある遺物を中心にその性格と

代について述べてまとめとしたい。

縄文時代の竪穴住居跡 6軒のうち、出土遺物から詳しい時期が明らかになったのはS1 18 . 21 . 52 

竪穴住居跡である。 S1 18竪穴住居跡は、連径5.66mで、中央部のやや東側に在囲土器埋設炉が位置し、

南東側にわずかな落込み部がある。土器内部には炭が詰まった状態で検出された。 S1 52竪穴住居跡

は直径5.52111で、やや南東側に土器埋設炉が位置し、南東控側が燃焼部であるが、壁には接していない。

また、北西部が出入口と推定される。向住居跡はいずれも中期後半の大木 9式期に構築されたもので

ある。 S1 21竪穴住居跡は直径3.0n1で、中央部に地床炉が位置する。中期末の大木10式期に構築さ

れたものである。

古代の竪穴住居跡は、 S1 01 . 04 . 12 . 20 . 25の 5軒を検出した。なお、形態的には掘立柱建物跡

に近いと思われる、壁@壁溝@焼土(地床炉).柱穴が検出された S144も竪穴住居跡として扱った。

また、 SK 102・03竪穴状遺構も同時期のものと推定される。 S1 20竪穴住居跡は外側 3方向に溝を

伴うもので、流水の痕跡は確認できなかったものの、

される。秋田市の諏訪ノ沢遺跡に類例が有る。

に水が流入しないようにした排水溝と推定

また、これらの住居跡・竪穴状遺構の内 5遺構(S1 01・04・12. 20、SK 1 03)は焼失したものであ
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る事がわかった。このうち、 S1 01 . 04とSK 103・02の4遺構については、確認状況や出地状況、

遺構の方位から、同時存在の可能性が高いと考えられるの

本遺構群に伴う土器は、土師器護、須恵器;杯が主体で、それらに、杯に比べて底部から口縁部の立ち

上がりが急で、器高の高い須恵器高台付坪が混じる。 S1 04 . 12竪穴住居跡のカマドや埋土出土の須

は、秋田市の古城廻 3号窯跡や大沢 I遺跡 2号窯跡出土土器などに比定される土器で、年代は

9世紀第 2四半期と考えられている。

S 104竪穴住居跡の須恵器水瓶は、灰紬陶器の愛知県猿投窯編年の「折戸 10窯式Jの水瓶に器形

が類似している。山形県富山 2遺跡では該期の原始灰勅陶器水瓶が出土しており、その年代は 8世紀

4四半期から西暦800年前後ととらえられている。また、 S1 12竪穴住居跡カマドや SK43土坑出

土の、タト底面が張り出し、底部に木葉痕が認められる土師器衰の初現は、秋田城跡では 8世紀第 3四

半期から第4四半期とされているように、古い様相を呈しており、それは SR29土器埋設遺構に埋設

されていた非口クロの土師器警からも看取されるつ

以上のことから、今回出土した古代土器の年代は、古い様相を加味して、 8世紀末から 9世紀前半

ととらえておくことにする。

前述のように第 1次調査と第 2次調査の 2回にわたる調査で、縄文時代中期後半~中期末・縄文時

代末~弥生時代・ 8世紀第 2四半期~第 3四半期.8世紀末"-'9世紀前半に集落が形成されてい

がわかった。

また、第 1次調査では 8世紀第 3四半期~第4四半期の炭焼窯跡が検出され、範囲確認調査では鉄

浮が出土しており、須恵器窯跡や製鉄関連遺構の存在が推測される。今回の第 2次調査では、土器焼

成遺構の可能性のある土坑や粘土を採取した土坑も検出され、集落内で生産活動をしていたこともわ

かった。

大平遺跡、は、地理的に秋田城に比較的近く、秋田城方面を良く望める高台にあり、墨書土器も出土

していることから、古代においては秋田城と係わっていた工人集団が居住していた集落であった可能

性が高いと思われる。

参考文献

l.秋田県・教育委員会『秋田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書国一大平遺跡一』秋田県文化財調査報告書:

264集 1996(平成 8年)

2. 秋田市教育委員会『宅地造成計画に伴う緊急発掘調査報告書 秋田市諏訪ノ沢遺跡一~ 1993(平成 5年)

3. 秋田市史編さん室『秋田市史叢書 l 古城廻窯跡発掘調査報告~ 1997年(平成9年)

4. 伊藤武士「秋田城跡周辺須恵器窯の動向についてJ W秋田考古学第46号』秋田考古学協会 1998(平成10年)

5. 日本考古学協会 1997年度秋田大会実行委員会『蝦夷・律令国家・日本海ーシンポジウム ll. 資料集一~ 1997(平成9年)
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